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イメージ動画を
こちらからご覧いただけます。

　八重瀬町は2006年1月1日に、隣接する東風平町と具
志頭村が合併したまちです。近年では、屋宜原、伊覇土地
区画整理事業に伴い大型店舗や企業等の進出により生
活利便性の高いまちとして発展し、人口は3万2千人に到
達しておりファミリー層を中心とした人口増加に伴う
都市化が進んできております。また、全体的に肥沃な土
壌に恵まれ農業の盛んなまちであり、田園と都市が調和
するまちづくりに取り組んでいるところです。
　八重瀬町にはさまざまな地域資源が存在し、八重瀬岳
や具志頭海岸に代表される豊かな自然、国内旧石器人骨
の代表例である人骨化石「港川人」、県内の村落獅子の中
で最大・最古を誇る「富盛の石彫大獅子」などの文化財、
獅子舞、綱引き、棒術、エイサー、港川ハーレーなどの行
事が伝統として受け継がれています。

　また、沖縄の自由民権運動の父・謝花昇や勤労の喜び
を謡った民謡「汗水節」の作詞者・仲本稔といった偉人の
出身地でもあります。
　産業面では、農業が盛んで沖縄県の基幹作物であるサ
トウキビやピーマン、オクラ、インゲン、小菊、マンゴー、
紅いもなどの彩り鮮やかな農作物があり、また、豊かな
漁場を有し海の幸も豊富で、パヤオやソデイカ漁を中心
に小型船による漁船漁業が営まれており多くの地域資
源がまちの誇りとなっております。
　この町勢要覧により、八重瀬町のこれまでの歩みと、
これからの可能性を存分に感じていただき、八重瀬町の
魅力をお伝えできる一冊となれば幸いです。

八重瀬町長　新垣 安弘

町 長 挨 拶
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八重瀬町の位置

ま
ち
の
シ
ン
ボ
ル

「
八
重
瀬
岳
」

　
東
風
平
地
区
と
具
志
頭
地
区
の
間
に
ま

た
が
る
八
重
瀬
岳
は
、ま
ち
の
シ
ン
ボ
ル
的

な
存
在
で
あ
り
、昔
か
ら
身
近
な
存
在
と
し

て
親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
。遺
跡
や
史
跡
、

自
然
、桜
な
ど
豊
か
な
地
域
資
源
を
有
し
、

新
町
名
の
由
来
と
な
っ
て
い
ま
す
。八
重
瀬

の「
八
重
」は
い
く
つ
に
も
重
な
っ
て
い
る

こ
と
を
意
味
し
、「
八
」は
末
広
が
り
で
幸
せ

が
幾
重
に
も
重
な
り
、「
瀬
」は
物
事
に
出
会

う
時
の
意
味
が
あ
り
ま
す
。「
八
重
瀬
」に

は
、幾
重
に
も
重
な
っ
た
人
々
の
繁
栄
と
末

広
が
り
の
発
展
性
の
あ
る
町
の
イ
メ
ー
ジ

が
あ
り
、そ
れ
が
八
重
に
続
く
こ
と
が
願
わ

れ
て
い
ま
す
。

森林などの自然環境や、生産活動の
基礎となる土地、農林水産業などに
欠かせない地力

八重瀬町に暮らすすべての人々の魂
や気力

八重瀬町が理想とする、自然豊かで
清らかな美しいまち

自然共生の清らまちうまんちゅの魂大地の活力
糸満市

八重瀬町

南城市豊見城市

那覇市
南風原町

与那原町
西原町

一、わたしたちは自然を守り育て、住みよいまちをつくります。
一、わたしたちはいのち、ふれあいを大切に、思いやりのあるまちをつくります。
一、わたしたちは心とからだをきたえ、健康で明るいまちをつくります。
一、わたしたちは歴史を学び、平和で、文化のかおるまちをつくります。
一、わたしたちは働くよろこびと若い力が育つ、活気あふれるまちをつくります。

八重瀬町は、沖縄本島の南に位置し、八重瀬岳のふもとに広がる恵まれた自然や先人たちが
築き上げてきた悠久の歴史、伝統文化が息づくまちです。
わたしたち八重瀬町民は、その誇りと責任をもち、

心豊かで明るく活力あるまちづくりをめざし町民憲章を定めます。

【町民憲章】

　八重瀬町の頭文字「八」を八重瀬岳に見立て、
鮮やかな緑色で「大地の活力」を表現し、中心の
丸は、融和をもってまちづくりに取り組む「町
民の心」を、明るく温かみのあるオレンジ色で
「うまんちゅの魂」を、さらに「水色の部分」は、
八重瀬岳のふもとで繁栄する「自然と共生する
清らまち」八重瀬町を表現しています。

八重瀬町の将来像
将来像には、「自然の力と人々の力を合わせ、調和させることによって、活力と魅力に満ちた八重瀬町を実現し、

いつまでも続くように」という願いが込められています。

「大地の活力と　うまんちゅの魂が創り出す　自然共生の清らまち」

2



八重瀬町の位置

ま
ち
の
シ
ン
ボ
ル

「
八
重
瀬
岳
」

　
東
風
平
地
区
と
具
志
頭
地
区
の
間
に
ま

た
が
る
八
重
瀬
岳
は
、ま
ち
の
シ
ン
ボ
ル
的

な
存
在
で
あ
り
、昔
か
ら
身
近
な
存
在
と
し

て
親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
。遺
跡
や
史
跡
、

自
然
、桜
な
ど
豊
か
な
地
域
資
源
を
有
し
、

新
町
名
の
由
来
と
な
っ
て
い
ま
す
。八
重
瀬

の「
八
重
」は
い
く
つ
に
も
重
な
っ
て
い
る

こ
と
を
意
味
し
、「
八
」は
末
広
が
り
で
幸
せ

が
幾
重
に
も
重
な
り
、「
瀬
」は
物
事
に
出
会

う
時
の
意
味
が
あ
り
ま
す
。「
八
重
瀬
」に

は
、幾
重
に
も
重
な
っ
た
人
々
の
繁
栄
と
末

広
が
り
の
発
展
性
の
あ
る
町
の
イ
メ
ー
ジ

が
あ
り
、そ
れ
が
八
重
に
続
く
こ
と
が
願
わ

れ
て
い
ま
す
。

森林などの自然環境や、生産活動の
基礎となる土地、農林水産業などに
欠かせない地力

八重瀬町に暮らすすべての人々の魂
や気力

八重瀬町が理想とする、自然豊かで
清らかな美しいまち

自然共生の清らまちうまんちゅの魂大地の活力
糸満市

八重瀬町

南城市豊見城市

那覇市
南風原町

与那原町
西原町

一、わたしたちは自然を守り育て、住みよいまちをつくります。
一、わたしたちはいのち、ふれあいを大切に、思いやりのあるまちをつくります。
一、わたしたちは心とからだをきたえ、健康で明るいまちをつくります。
一、わたしたちは歴史を学び、平和で、文化のかおるまちをつくります。
一、わたしたちは働くよろこびと若い力が育つ、活気あふれるまちをつくります。

八重瀬町は、沖縄本島の南に位置し、八重瀬岳のふもとに広がる恵まれた自然や先人たちが
築き上げてきた悠久の歴史、伝統文化が息づくまちです。
わたしたち八重瀬町民は、その誇りと責任をもち、

心豊かで明るく活力あるまちづくりをめざし町民憲章を定めます。

【町民憲章】

　八重瀬町の頭文字「八」を八重瀬岳に見立て、
鮮やかな緑色で「大地の活力」を表現し、中心の
丸は、融和をもってまちづくりに取り組む「町
民の心」を、明るく温かみのあるオレンジ色で
「うまんちゅの魂」を、さらに「水色の部分」は、
八重瀬岳のふもとで繁栄する「自然と共生する
清らまち」八重瀬町を表現しています。

八重瀬町の将来像
将来像には、「自然の力と人々の力を合わせ、調和させることによって、活力と魅力に満ちた八重瀬町を実現し、

いつまでも続くように」という願いが込められています。

「大地の活力と　うまんちゅの魂が創り出す　自然共生の清らまち」

3



目で感じる八重瀬町
町の魅力を空から撮影

自然と都会がバランスよく混在する八重瀬
町の美しい8つの景色を紹介します。

暮らしに便利な発展を続ける
八重瀬町の「市街地」

国道507号沿いの市街地
（東風平北交差点から伊覇・屋宜原方面）

国道507号沿いの市街地
（屋宜原から伊覇・東風平方面）13

役場周辺の区画整理地2

4



目で感じる八重瀬町
町の魅力を空から撮影

自然と都会がバランスよく混在する八重瀬
町の美しい8つの景色を紹介します。

暮らしに便利な発展を続ける
八重瀬町の「市街地」

国道507号沿いの市街地
（東風平北交差点から伊覇・屋宜原方面）

国道507号沿いの市街地
（屋宜原から伊覇・東風平方面）13

役場周辺の区画整理地2

5



昔ながらの原風景が広がる「農村地」

港川漁港

具志頭三叉路4

田園風景
（玻名城・安里）5

田園風景（仲座）6

7

具志頭海岸線8
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Yaese’s  8  Charms to a  Bright Future

未来へひろがる、
八重瀬の
8つの魅力。

未来へひろがる、八重瀬の8つの魅力。

町の取り組む事業や施策、また町民の声などを参考に八
重瀬町の魅力を「自然」「産業」「民俗芸能」「暮らし」「ス
ポーツ」「人物」「文化財・史跡」「観光・交流」の8つの項目
に分け紹介。八重瀬町が住みよい町であるというPRと、
行ってみたい、暮らしてみたいと思って頂けるような特集
です。
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スポーツ 文化財・史跡 観光・交流人物

八重瀬
の魅力
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沖
縄
本
島
南
部
に
位
置
す
る
八
重
瀬

町
は
、平
成
18
年
１
月
に
、東
風
平
町
と

具
志
頭
村
が
合
併
し
て
誕
生
し
た
町
で

す
。町
域
は
、東
西
に
約
6
．6
km
、南
北

に
約
9
．1
km
と
長
方
形
状
を
な
し
、総

面
積
は
2
6
．9
㎢
。沖
縄
県
の
1
．

1
8
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
大
地
の
大
部
分
が
起
伏
に
富
ん
だ
地

形
で
、南
部
一
帯
は
高
台
に
、そ
の
他
は

緩
や
か
な
丘
陵
地
帯
に
な
っ
て
い
ま
す
。

全
体
的
に
肥
沃
な
土
壌
に
恵
ま
れ
、丘
陵

地
帯
に
は
サ
ト
ウ
キ
ビ
畑
が
広
が
る
ほ

か
、街
の
い
た
る
と
こ
ろ
で
野
菜
や
果
実

な
ど
の
作
物
が
、数
多
く
生
産
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
の
ど
か
な
田
園
風
景
が
広
が
り
な
が

ら
も
、南
部
に
は
多
々
名
城
や
八
重
瀬

岳
、玻
名
城
の
郷
ビ
ー
チ
、具
志
頭
城
址

や
ぐ
し
ち
ゃ
ん
浜
な
ど
、深
い
緑
と
美
し

い
海
辺
を
有
し
、そ
の
美
し
い
景
観
が
訪

れ
る
人
の
心
を
癒
し
て
く
れ
ま
す
。

　
豊
か
な
自
然
が
残
る
一
方
、近
年
は
北

部
地
域
を
中
心
に
、国
道
5
0
7
号
線
の

拡
張
や
伊
覇
・
屋
宜
原
土
地
区
画
整
理
事

業
な
ど
の
整
備
を
実
施
。都
市
的
な
開
発

が
進
み
、田
園
と
都
市
が
調
和
す
る
ま
ち

と
し
て
日
々
変
貌
し
て
い
ま
す
。

豊
か
な
自
然
環
境
や

美
し
い
田
園
地
帯
。

大地や海から広がる自然環境の魅力
美しい海辺と心癒やす緑、のどかな田園など

昔からただずむ風景が残り身近に
自然を感じる八重瀬町の魅力を紹介。

ひろがる自然
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瀬
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縄
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。

　
大
地
の
大
部
分
が
起
伏
に
富
ん
だ
地

形
で
、南
部
一
帯
は
高
台
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。

全
体
的
に
肥
沃
な
土
壌
に
恵
ま
れ
、丘
陵

地
帯
に
は
サ
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八
重
瀬
町
は
、美
し
い
海
と
心
を
癒
す

緑
、の
ど
か
な
田
園
な
ど
、昔
か
ら
変
わ

ら
な
い
風
景
が
そ
こ
か
し
こ
に
残
り
、い

つ
で
も
自
然
を
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
ま

ち
で
す
。

　
南
部
の
海
岸
線
に
は
雄
大
な
海
蝕
崖

が
形
成
さ
れ
、他
の
追
随
を
許
さ
な
い
風

光
明
媚
な
景
観
を
生
み
出
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
自
然
が
作
り
あ
げ
た
肥
沃
な
大

地
は
、目
に
も
鮮
や
か
な
農
作
物
を
育

み
、豊
潤
な
恵
み
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。

そ
し
て
こ
の
よ
う
な
豊
か
な
自
然
の
中

に
こ
そ
、私
た
ち
の
豊
か
な
暮
ら
し
が
存

在
し
得
る
の
で
す
。

　
地
球
温
暖
化
等
の
環
境
問
題
が
、世
界

的
に
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
る
昨
今
。そ

の
よ
う
な
時
代
に
お
い
て
、貴
重
な
自
然

を
守
り
続
け
る
こ
と
は
、八
重
瀬
町
に

と
っ
て
重
要
な
課
題
で
す
。

　「
自
然
と
の
共
生
」は
、こ
れ
か
ら
の
ま

ち
づ
く
り
の
大
切
な
キ
ー
ワ
ー
ド
の
一

つ
で
す
。貴
重
な
財
産
で
あ
る
自
然
を
次

世
代
へ
伝
え
残
す
た
め
に
。自
然
と
と
も

に
あ
り
続
け
る
た
め
に
。わ
た
し
た
ち
に

で
き
る
こ
と
は
、自
然
の
素
晴
ら
し
さ
を

改
め
て
見
直
し
、人
と
自
然
が
調
和
で
き

る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に
他
な
り
ま
せ

ん
。 美

し
い
自
然
、

八
重
瀬
自
慢

フクギ並木
1613年に具志頭間切の番所が設置されたのち
に、番所や隣接する各屋敷の防風、防火林として
植栽されたものの一部です。今では全長約150m
にわたる並木林が形成され、古いもので推定樹
齢100～300年もの木々が見られます。貴重な文
化財として町の指定を受けています。

ホロホローの森
具志頭に広がる森に伸びる遊歩道一帯の愛称で
す。この地域はサンゴ礁由来の石灰岩からでき
ており、北部のやんばるの森とは異なる特有の
植物を鑑賞できます。道は地形に合わせて作ら
れているため山あり谷ありですが、歩きやすく
整備されています。

ハナンダー（自然橋）
琉球石灰岩の浸食により生成された
天然の橋。橋のある場所は町南部一帯
の雨水が合流する川で、その水が浸食
することで、大きな太鼓型の天然橋に
なりました。以前は川に橋を架ける技
術がなかったため、この天然橋が交通
の要所として地域住民に広く利用さ
れていました。また、国の登録記念物
（名勝地関係）に指定されています。

世名城のガジュマル
幹回り23.5m、高さ10.3mの巨木で、樹齢は推定
で250年といわれています。沖縄県環境保健部
自然保護課実施の「昭和63年度巨樹巨木林調査」
において沖縄一の巨木に選ばれました。学術的
価値も高く、また地域のシンボルとして人々に
親しまれています。

玻名城の郷ビーチ
アヒルに似た巨岩があることから「アヒラーブ
リ」とも呼ばれるビーチ。干潮時には環礁が多く
見られ、岩場に住むウニや熱帯魚、サンゴなど
を、海に潜ることなく、歩いて鑑賞できます。ま
た世界的にも貴重な海藻類「カサノリ」が群生す
ることでも知られています。

ひろがる自然

1

Nature

ギーザバンタ
慶座絶壁（ギーザバンタ）は、八重瀬町の南端、平
和祈念公園に続く海から垂直にそびえる標高
40mの琉球石灰岩の海食崖。地下ダムの余剰水
が放水される「慶座の滝」もあり、絶景ポイント
として知られています。その一方で沖縄戦時に、
追い詰められた人々がこの崖から身を投げたと
いう悲しい歴史も背負っています。
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1,300坪の畑を夫婦で管理。年間の出荷量は60ｔほどです。仲宗根さんが八重瀬町に期待することは「もっと第一次産業が元気
な町になること」。

　
肥
沃
な
大
地
、多
く
の
河
川
、地
下
水

が
も
た
ら
す
豊
富
な
水
に
恵
ま
れ
た
八

重
瀬
町
は
、昔
か
ら
農
業
を
基
本
に
発
展

し
て
き
ま
し
た
。現
在
も
農
業
を
主
軸
と

し
た
ま
ち
づ
く
り
を
展
開
し
て
お
り
、さ

と
う
き
び
や
ピ
ー
マ
ン
、レ
タ
ス
、ゴ
ー

ヤ
ー
、オ
ク
ラ
、紅
い
も
、洋
ラ
ン
、小
菊
、

マ
ン
ゴ
ー
、ド
ラ
ゴ
ン
フ
ル
ー
ツ
な
ど
、

野
菜
か
ら
果
物
、花
ま
で
、彩
り
鮮
や
か

な
作
物
が
数
多
く
生
産
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、太
陽
の
光
を
い
っ
ぱ
い
に
浴
び
て

育
ま
れ
た
こ
れ
ら
の
農
産
物
を
利
用
し
、

多
く
の
特
産
品
の
開
発
も
積
極
的
に
行

わ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、生
産
と
消
費
、販

売
を
つ
な
ぐ「
地
産
地
消
」の
取
り
組
み

も
活
発
で
す
。

　
農
作
物
に
加
え
、八
重
瀬
町
は
太
平
洋

と
い
う
豊
か
な
漁
場
を
有
し
て
お
り
、海

の
幸
も
豊
富
で
す
。町
内
唯
一
の
漁
業
集

落
、港
川
で
は
、新
鮮
な
魚
介
類
が
水
揚

げ
さ
れ
、競
り
売
り
で
は
う
み
ん
ち
ゅ
た

ち
の
活
気
あ
る
声
が
日
々
飛
び
交
っ
て

い
ま
す
。近
年
で
は
、泡
盛
、黒
糖
、染
物
、

加
工
食
品
、資
源
リ
サ
イ
ク
ル
品
の
生
産

な
ど
商
工
業
も
活
気
付
き
、海
と
大
地
の

活
力
あ
ふ
れ
る
産
業
の
舞
台
と
し
て
、一

層
の
活
性
化
を
遂
げ
て
い
ま
す
。

豊
か
な
自
然
を

活
か
し
た

ま
ち
づ
く
り

　「
安
心
・
安
全
で
あ
る
こ
と
を
前
提

に
、味
も
見
た
目
も
最
高
な
ピ
ー
マ
ン

を
目
指
し
て
い
ま
す
」。そ
う
語
る
の

は
、2
0
1
0
年
か
ら
ぐ
し
ち
ゃ
ん

ピ
ー
マ
ン
作
り
に
取
り
組
ん
で
い
る

仲
宗
根
さ
ん
で
す
。実
は
仲
宗
根
さ

ん
、以
前
は
出
版
社
で
カ
メ
ラ
マ
ン
・

編
集
者
と
し
て
活
動
を
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、子
ど
も
が
生
ま
れ
る
こ
と
を

き
っ
か
け
に
、残
業
が
な
く
、長
く
続

け
ら
れ
る
仕
事
に
転
職
す
る
こ
と
を

決
意
。浦
添
市
か
ら
子
育
て
し
や
す
い

八
重
瀬
町
に
Ｕ
タ
ー
ン
し
、畑
の
た
め

の
土
地
を
借
り
、町
の
特
産
品
で
あ
る

「
ち
ぐ
さ
」と
い
う
品
種
の
ピ
ー
マ
ン

作
り
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。八
重

程
よ
い
田
舎
で
育
っ
た

丸
か
じ
り
で
き
る
ピ
ー
マ
ン

ひろがる産業
自然の恵みから広がる町の特産品

八重瀬町には地の利を活かし、知恵と技術が生
んだ商品がたくさんあります。太陽の光をたっぷり
あびた彩り豊かな農作物、新鮮な魚介類。
海と大地の活力があふれる産業が

今日も生まれています。

Industry

大きくて肉厚のピーマンは甘みがあり、子どもた
ちからも人気です。おすすめの食べ方は生で丸か
じり。

瀬
町
の
ち
ぐ
さ
出
荷
量
は
年
間

1
0
0
0
ト
ン
以
上
。全
国
で
も
上
位

の
出
荷
量
を
誇
り
ま
す
。こ
ち
ら
の
畑

で
は
、農
薬
使
用
量
を
極
力
抑
え
る
た

め
に
害
虫
駆
除
対
策
と
し
て
ク
レ
オ

メ
を
植
え
、害
虫
の
天
敵
カ
ス
ミ
カ
メ

ム
シ
を
自
然
発
生
さ
せ
て
利
用
。農
薬

使
用
量
は
グ
ン
と
減
っ
た
そ
う
で
す
。

「
八
重
瀬
町
の
魅
力
は
子
育
て
が
し
や

す
く
、ノ
ン
ビ
リ
し
て
い
る『
ち
ょ
う

ど
い
い
田
舎
』で
す
。開
発
で
便
利
に

な
る
の
も
嬉
し
い
で
す
が
、変
わ
ら
な

い
部
分
も
大
切
に
し
た
い
」と
仲
宗
根

さ
ん
は
話
し
ま
す
。
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く
り
を
展
開
し
て
お
り
、さ

と
う
き
び
や
ピ
ー
マ
ン
、レ
タ
ス
、ゴ
ー

ヤ
ー
、オ
ク
ラ
、紅
い
も
、洋
ラ
ン
、小
菊
、

マ
ン
ゴ
ー
、ド
ラ
ゴ
ン
フ
ル
ー
ツ
な
ど
、

野
菜
か
ら
果
物
、花
ま
で
、彩
り
鮮
や
か

な
作
物
が
数
多
く
生
産
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、太
陽
の
光
を
い
っ
ぱ
い
に
浴
び
て

育
ま
れ
た
こ
れ
ら
の
農
産
物
を
利
用
し
、

多
く
の
特
産
品
の
開
発
も
積
極
的
に
行

わ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、生
産
と
消
費
、販

売
を
つ
な
ぐ「
地
産
地
消
」の
取
り
組
み

も
活
発
で
す
。

　
農
作
物
に
加
え
、八
重
瀬
町
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太
平
洋

と
い
う
豊
か
な
漁
場
を
有
し
て
お
り
、海

の
幸
も
豊
富
で
す
。町
内
唯
一
の
漁
業
集

落
、港
川
で
は
、新
鮮
な
魚
介
類
が
水
揚

げ
さ
れ
、競
り
売
り
で
は
う
み
ん
ち
ゅ
た

ち
の
活
気
あ
る
声
が
日
々
飛
び
交
っ
て

い
ま
す
。近
年
で
は
、泡
盛
、黒
糖
、染
物
、

加
工
食
品
、資
源
リ
サ
イ
ク
ル
品
の
生
産

な
ど
商
工
業
も
活
気
付
き
、海
と
大
地
の

活
力
あ
ふ
れ
る
産
業
の
舞
台
と
し
て
、一

層
の
活
性
化
を
遂
げ
て
い
ま
す
。

豊
か
な
自
然
を

活
か
し
た

ま
ち
づ
く
り
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安
心
・
安
全
で
あ
る
こ
と
を
前
提

に
、味
も
見
た
目
も
最
高
な
ピ
ー
マ
ン

を
目
指
し
て
い
ま
す
」。そ
う
語
る
の

は
、2
0
1
0
年
か
ら
ぐ
し
ち
ゃ
ん

ピ
ー
マ
ン
作
り
に
取
り
組
ん
で
い
る

仲
宗
根
さ
ん
で
す
。実
は
仲
宗
根
さ

ん
、以
前
は
出
版
社
で
カ
メ
ラ
マ
ン
・

編
集
者
と
し
て
活
動
を
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、子
ど
も
が
生
ま
れ
る
こ
と
を

き
っ
か
け
に
、残
業
が
な
く
、長
く
続

け
ら
れ
る
仕
事
に
転
職
す
る
こ
と
を

決
意
。浦
添
市
か
ら
子
育
て
し
や
す
い

八
重
瀬
町
に
Ｕ
タ
ー
ン
し
、畑
の
た
め

の
土
地
を
借
り
、町
の
特
産
品
で
あ
る

「
ち
ぐ
さ
」と
い
う
品
種
の
ピ
ー
マ
ン

作
り
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。八
重

程
よ
い
田
舎
で
育
っ
た

丸
か
じ
り
で
き
る
ピ
ー
マ
ン

ひろがる産業
自然の恵みから広がる町の特産品

八重瀬町には地の利を活かし、知恵と技術が生
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Industry

大きくて肉厚のピーマンは甘みがあり、子どもた
ちからも人気です。おすすめの食べ方は生で丸か
じり。

瀬
町
の
ち
ぐ
さ
出
荷
量
は
年
間

1
0
0
0
ト
ン
以
上
。全
国
で
も
上
位

の
出
荷
量
を
誇
り
ま
す
。こ
ち
ら
の
畑

で
は
、農
薬
使
用
量
を
極
力
抑
え
る
た

め
に
害
虫
駆
除
対
策
と
し
て
ク
レ
オ

メ
を
植
え
、害
虫
の
天
敵
カ
ス
ミ
カ
メ

ム
シ
を
自
然
発
生
さ
せ
て
利
用
。農
薬

使
用
量
は
グ
ン
と
減
っ
た
そ
う
で
す
。

「
八
重
瀬
町
の
魅
力
は
子
育
て
が
し
や

す
く
、ノ
ン
ビ
リ
し
て
い
る『
ち
ょ
う

ど
い
い
田
舎
』で
す
。開
発
で
便
利
に

な
る
の
も
嬉
し
い
で
す
が
、変
わ
ら
な

い
部
分
も
大
切
に
し
た
い
」と
仲
宗
根

さ
ん
は
話
し
ま
す
。
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沖
縄
県
で
は
、沖
縄
県
農
林
水
産

業
振
興
計
画
に
基
づ
き
戦
略
品
目

を
定
め
、生
産
振
興
を
図
る
た
め
、

「
定
時
」「
定
量
」「
定
品
質
」の
出
荷

が
で
き
る
拠
点
産
地
を
定
め
て
い

ま
す
。肥
沃
な
大
地
に
恵
ま
れ
、古

く
か
ら
農
業
の
盛
ん
な
地
域
で
あ

る
八
重
瀬
町
は
、ピ
ー
マ
ン
、紅
芋
、

マ
ン
ゴ
ー
、オ
ク
ラ
な
ど
６
つ
の
農

産
物
が
拠
点
産
地
と
し
て
認
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
八
重
瀬
町
で
は
農
業
を

基
幹
産
業
と
位
置
づ
け
、農
業
用
水

の
確
保
、機
械
化
に
よ
る
農
作
業
の

効
率
化
な
ど
に
加
え
、農
作
物
の
品

質
向
上
、流
通
の
強
化
を
進
め
、市

場
に
信
頼
さ
れ
る
八
重
瀬
ブ
ラ
ン

ド
の
確
立
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、農
業
従
事
者
の
減
少
・
高

齢
化
が
進
む
な
か
、農
作
物
を
生
産

す
る
だ
け
で
な
く
、機
械
化
推
進
に

よ
る
担
い
手
や
新
規
就
農
者
の
育

成
に
取
り
組
み
、農
業
を
し
や
す
い

環
境
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

町の彩り豊かな農産物をカラフル・ベジタブル＝「カラベジ」とネー
ミング。カラベジとは、「カラベジプロジェクト推進委員会」が３つの
独自基準を設けて認証した「カラベジファーマー」が作る農産物のこ
とをいい、カラベジを使った商品開発やクッキング教室、ワーク
ショップを通じて八重瀬町の知名度アップと地域活性化のために
様々な活動を行っています。これからもカラベジを通じて生活者の
みなさんと食や農業、循環型社会について考えていきます。

沖
縄
県
の
拠
点
産
地
に

認
定
さ
れ
た
八
重
瀬
町
が

誇
る
野
菜
た
ち

カラフルベジタブルとは？

マグロ

八重瀬町には地の利を活かし、知恵と技術が生んだものがたくさんあります。
乳業、マグロ、ソデイカなど町を代表する自慢品々をご紹介します。

八重瀬町の事業

ソデイカ

紅いも
マンゴー

小菊

オクラ

ピーマン

インゲン

乳業 バイオガスプラントで目指す
地域循環型の社会形成

キハダやメバチマグロは
新鮮なまま市場へ

濃厚な味が大人気
港川に揚がるソデイカ

11月に解禁され、翌5月まで漁が続くソデイカ。港川では、
漁業組合が中心になって小型船によるソデイカ漁が営ま
れています。価格は、一般流通ソデイカの胴部分の半値以
下ととてもリーズナブルですが、味は濃厚で美味。またか
つては硬過ぎるからと、捨てたりマグロ漁の餌にしたりし
たというミミを、企業秘密の方法で軟らかくして揚げた
「いちゃいちゃ」という加工品が、港川のパヤオ鮮魚店で販
売され、おやつやおつまみに人気を博しています。

7月が旬のオクラは食
物繊維を多く含み、整
腸作用があるといわ
れています。

沖縄の小菊は全国一位の
出荷量。なかでも八重瀬町
は拠点産地に認定されて
います。

冬場のインゲンは沖
縄が種生産地。八重瀬
町は2011年に生産拠
点になりました。

八重瀬町では「ちぐさ」と
いう品種が育てられてい
て、全国的にも上位の出荷
量を誇ります。

水はけのよい八重瀬
町の土壌は芋作りに
最適で、多くの品種が
育てられています。

八重瀬町の太陽をたっぷ
り浴びて育った実は柔ら
かく、とてもジューシー。

11～2月に旬を迎えるマグロ。八重瀬町では主にキハダや
メバチなどのマグロが水揚げされます。漁では、港川に伝わ
る伝統の「石巻落とし漁」という、餌と針を巻きつけた琉球
石灰岩をポイントに落とす方法で釣りあげます。通常2、3
日は漁に出るところ、この方法であれば日帰りで戻ること
が多いので、その分新鮮なマグロを市場に出すことが可能
です。

「八重瀬町バイオガスプラント」では、主に乳用牛などの家畜排せ
つ物や、食品残さ由来のバイオガスを生成し、場内施設の電力・加
温や、地域内の熱源として利用することで温室効果ガスを削減
し、地域循環型社会を目指します。また副産物である液肥を適切
にサトウキビや牧草地へ利用することで、肥料成分の有効利用と
化学肥料の使用の削減を同時に行い、耕畜連携にも取り組んでい
ます。

液肥タンクと発電機

さとうきび液肥散布車
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町の特産品を中心に魅力がたくさん詰まったふるさと納税の返礼品をご紹介します。
八重瀬のふるさと納税返礼品

denenおきなわの
　旬なカラフル野菜
つめ合わせセット

「美味しさ」「新鮮さ」「色鮮やかさ」が揃った
八重瀬町産の野菜セット。旬の野菜をお届
けするので、季節によって詰め合わせの内
容は変動あり。時季によってはマンゴーや
バナナなどの旬の果物も含まれます。

福まる農場の
ブランド豚・キビまる豚
３頭分アラカルトセット
厳選されたサトウキビ（糖蜜）、紅芋、沖縄県
産の薬草を飼料として与え味もまろやかで
甘みのある「キビまる豚」3頭分を毎月1回
の計12回に分けてお届けしています。 

みどり食品の
満足感たっぷり
あぐー豚まん（肉まん）
うま味と甘味が特徴の沖縄県産あ
ぐー豚を使用した豚まんです。あぐー
豚のうま味と甘味を引き立てる、ふか
ふか・もっちりの皮で包みました。

南国フーズの
南国アグー餃子
ストレスのない理想的な環境で育った沖縄南
国フーズの南国アグー。そのアグー肉を使用
した餃子は、ホクホク、ジューシーで一度食べ
ると忘れられません！

白水養殖の
活き〆急速冷凍車エビ
白水養殖の車エビは、海洋深層水で
稚エビから育てています。餌は国産
を使用し、身のしまり、赤白模様の美
しさ、活きの良さが自慢です。プリプ
リっとした食感と、独特の甘みの高
品質な車エビ。

沖縄食鶏の
やんばる若どり
オリジナルローストチキン
指定農場で飼育された山原若鳥を八重瀬町の工場
で加工したオリジナルのローストチキン。一羽まる
ごとのボリュームでお肉はジューシーで柔らかく、
にんにくを利かした醤油ベースの味わい。

かみなり農園の
アテモヤ
「アテモヤ」は、甘みが強く、上品な香
りで、『森のアイスクリーム』と称され
るフルーツです。

完熟で収穫した赤果実のドラゴンフルー
ツ！すっきりとした甘さのドラゴンフ
ルーツをお届けします。

沖縄本島南部、八重瀬町具志頭で太
陽（ティーダ）の光をサンサンと浴
びて育った「ぐしちゃん銀バナナ」。

しらかわファームの
ドラゴンフルーツ

ぐしちゃん銀バナナ農園の
銀バナナ

甘くて美味しい
厳選・完熟マンゴー
日照時間、土壌、適度な涼風など
マンゴー栽培に最適な環境で
育った、芳醇で甘みたっぷりの濃
厚なマンゴー。
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八重瀬町産の野菜セット。旬の野菜をお届
けするので、季節によって詰め合わせの内
容は変動あり。時季によってはマンゴーや
バナナなどの旬の果物も含まれます。

福まる農場の
ブランド豚・キビまる豚
３頭分アラカルトセット
厳選されたサトウキビ（糖蜜）、紅芋、沖縄県
産の薬草を飼料として与え味もまろやかで
甘みのある「キビまる豚」3頭分を毎月1回
の計12回に分けてお届けしています。 

みどり食品の
満足感たっぷり
あぐー豚まん（肉まん）
うま味と甘味が特徴の沖縄県産あ
ぐー豚を使用した豚まんです。あぐー
豚のうま味と甘味を引き立てる、ふか
ふか・もっちりの皮で包みました。

南国フーズの
南国アグー餃子
ストレスのない理想的な環境で育った沖縄南
国フーズの南国アグー。そのアグー肉を使用
した餃子は、ホクホク、ジューシーで一度食べ
ると忘れられません！

白水養殖の
活き〆急速冷凍車エビ
白水養殖の車エビは、海洋深層水で
稚エビから育てています。餌は国産
を使用し、身のしまり、赤白模様の美
しさ、活きの良さが自慢です。プリプ
リっとした食感と、独特の甘みの高
品質な車エビ。

沖縄食鶏の
やんばる若どり
オリジナルローストチキン
指定農場で飼育された山原若鳥を八重瀬町の工場
で加工したオリジナルのローストチキン。一羽まる
ごとのボリュームでお肉はジューシーで柔らかく、
にんにくを利かした醤油ベースの味わい。

かみなり農園の
アテモヤ
「アテモヤ」は、甘みが強く、上品な香
りで、『森のアイスクリーム』と称され
るフルーツです。

完熟で収穫した赤果実のドラゴンフルー
ツ！すっきりとした甘さのドラゴンフ
ルーツをお届けします。

沖縄本島南部、八重瀬町具志頭で太
陽（ティーダ）の光をサンサンと浴
びて育った「ぐしちゃん銀バナナ」。

しらかわファームの
ドラゴンフルーツ

ぐしちゃん銀バナナ農園の
銀バナナ

甘くて美味しい
厳選・完熟マンゴー
日照時間、土壌、適度な涼風など
マンゴー栽培に最適な環境で
育った、芳醇で甘みたっぷりの濃
厚なマンゴー。
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ヤマト農園の
マンゴーバタージャム３個セット
自社農園の完熟マンゴーを使用し、果物の色合いや濃厚な甘み、香
りを活かすように原料はできるだけシンプルにバターを合わせる
ことで濃厚で豊かな風味を楽しめる自慢のジャムです。

白川ファームの
手づくりジャム（６種類）
八重瀬町で収穫した果物をオリジナルのジャムにした「白川
ファームの手作りまるごとジャム」。着色料や香料、保存料は一切
使わず、果実本来の甘さを楽しめます。

季節のフルーツの素材を生かしたジェラート。１年を通して、定
番のジェラートから期間限定のジェラートまで様々な味わいが
楽しめます。

手造り黒糖工房 上地屋の
琉球干菓子セット
沖縄のサトウキビから出来た黒糖、粗糖のみを使用し、熟練された職
人の経験と伝承の技で、丹念に造っています。上地屋こだわりの手造
り製法から生み出される、まろやかな甘みをお楽しみください。

AKAHIROジェラートの
おまかせ詰合せ５個セット

株式会社はるとの お得な沖縄珍味
ジャーキーセット【８種１６袋セット】
砂肝ジャーキー、とりかわジャーキー、オリオンビール酵母入り
ジャーキーなどの詰め合わせセット。嚙めば嚙むほどに味が染み
出てジューシー。お酒や行楽のお供に最適です。

神谷酒造の
原酒50度720ml（８年古酒）
8年間の熟成を経て醸し出したキャラメル香と深い甘さが特徴
の「原酒」。ろ過をしないため、泡盛の本来もつ旨味や甘みが残っ
たまま熟成しています。

17世紀中頃、中国から伝わったと言われ、
立体感のある織が特徴の「ロートン織」を
使用したメガネケース。

しよんの
メガネケース

沖縄の県木に指定されている琉球松と革
を縫い合わせて制作したキーケース。使
い込むほど色つやが出てきます。

グレインの
琉球松と革で作った
キーケース

伝統こけしのろくろ技術に繊細な描彩技
法を駆使して創作された「琉球みやらび
こけし」。

太希おきなわの
琉球みやらびこけし
3体セット（台座付き）

泡盛をよりおいしくいただくための酒器
セット。沖縄の土を原料にひとつひとつ
丁寧に仕上げたやちむんです。

ようざん窯の
泡盛酒器セット

八重瀬町のシンボルでもある富盛の石彫
大獅子のレプリカです。「クリア」と「素焼
き」の2つをセットにしました。

デイセンターこちのなーの
富盛の石彫大獅子【レプリカ】
2体セット

人気イラストレーターpokke104さんと
コラボしたお散歩バッグ。「ちょっとそこ
まで」に丁度いい大きさです。

琉球帆布のお散歩バッグ
 （POKKE104デイゴの髪飾り）

海越えショットを含む、沖縄の豊かな自然に恵まれたゴルフコースと全室から沖
縄の青い海が一望できる絶景リゾートホテル。
最高のロケーションで大切なひと時をお過ごしください。

ザ・サザンリンクスリゾートの宿泊、
ゴルフ利用クーポン　

八重瀬町
ふるさと納税 info

八重瀬町ふるさと納税
の情報はこちらから !
（町ホームページ）
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8年間の熟成を経て醸し出したキャラメル香と深い甘さが特徴
の「原酒」。ろ過をしないため、泡盛の本来もつ旨味や甘みが残っ
たまま熟成しています。

17世紀中頃、中国から伝わったと言われ、
立体感のある織が特徴の「ロートン織」を
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沖縄の県木に指定されている琉球松と革
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泡盛をよりおいしくいただくための酒器
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友寄の獅子舞

字東風平の棒術ぐしちゃん青年エイサー世名城のウスデーク

富盛の道ジュネー安里の綱引き新城のシーヤーマー

　
八
重
瀬
町
で
は
、各
地
域
で
行
事
に

ま
つ
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
民
俗
芸
能
が

受
け
継
が
れ
て
き
ま
し
た
。

　
厄
災
を
祓
い
五
穀
豊
穣
を
も
た
ら

す
と
さ
れ
る「
獅
子
舞
」は
、ム
ラ
の
守

り
神
と
し
て
４
つ
の
地
域
に
継
承
さ

れ
て
い
ま
す
。琉
球
王
府
時
代
か
ら
演

じ
ら
れ
て
い
る
獅
子
舞
は
、沖
縄
戦
に

よ
っ
て
獅
子
頭
が
失
わ
れ
ま
し
た
。生

活
基
盤
の
整
わ
な
い
中
で
も
人
々
は
、

戦
後
す
ぐ
に
獅
子
頭
を
作
り
心
の
よ

り
ど
こ
ろ
と
し
、現
在
も
旧
暦
八
月
十

五
夜
行
事
に
披
露
さ
れ
ま
す
。

　
旧
暦
八
月
十
五
夜
で
は
、獅
子
舞
の

他
に
も
様
々
な
民
俗
芸
能
が
披
露
さ

れ
ま
す
。な
か
で
も「
棒
術
」は
と
く
に

盛
ん
で
、11
の
地
域
で
継
承
さ
れ
て
い

地
域
で
息
づ
く
民
俗
芸
能

みんなでひろがる。

民俗芸能を未来へ。
地域を愛し、伝統の行事や自然を守るために日々 活動。
個性と魅力にあふれる八重瀬町の民俗芸能を紹介します。

Linking People Together

ま
す
。力
強
い
勇
壮
な
演
武
は
、邪
気

を
祓
い
座
清
め
と
し
て
拝
所
な
ど
で

も
演
武
さ
れ
、そ
の
技
や
演
目
、伝
承

の
経
緯
に
地
域
ご
と
の
特
色
が
見
ら

れ
ま
す
。

　
町
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
で
あ
る

「
安
里
」と「
世
名
城
」の「
臼
太
鼓（
ウ

ス
デ
ー
ク
ま
た
は
ウ
フ
デ
ー
ク
）」

は
、約
1
8
0
年
か
ら
2
0
0
年
前

に
始
ま
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま

す
。集
落
の
繁
栄
や
五
穀
豊
穣
を
願

い
、女
性
の
み
で
演
舞
さ
れ
ま
す
。鼓

を
持
つ
音
頭
取
り
を
先
頭
に
、扇
子

を
持
っ
た
手
踊
り
が
続
き
唄
い
な
が

ら
踊
り
ま
す
。安
里
は
旧
暦
７
月
17

日
、世
名
城
は
旧
暦
８
月
15
日
に
そ

れ
ぞ
れ
披
露
さ
れ
ま
す
。

　
特
色
あ
る
民
俗
芸
能
は
他
に
も「
新

城
の
シ
ー
ヤ
ー
マ
ー
」や
富
盛
の「
唐

人
行
列
」「
大
和
人
行
列
」な
ど
が
あ

り
、そ
れ
ぞ
れ
町
の
無
形
民
俗
文
化
財

に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
民
俗
芸
能
は
、旧
盆
や
十

五
夜
豊
年
祭
な
ど
の
行
事
の
中
で
披

露
さ
れ
ま
す
。そ
の
根
底
に
は
、祖
先

へ
の
感
謝
や
地
域
の
繁
栄
、五
穀
豊
穣

な
ど
の「
祈
り
」が
込
め
ら
れ
て
お
り
、

こ
れ
ま
で
大
切
に
継
承
さ
れ
て
き
ま

し
た
。

　
平
成
26
年
に
は
各
地
域
の
民
俗
芸

能
保
存
会
が
結
集
し
て
八
重
瀬
町
民

俗
芸
能
連
絡
協
議
会
が
設
立
さ
れ
、民

俗
芸
能
の
保
存・継
承
を
推
進
し
て
い

ま
す
。

3

八重瀬町指定無形民俗文化財一覧
富盛の唐人行列　富盛の大和人行列　
富盛の女行列　世名城の臼太鼓
玻名城の獅子舞　新城のシーヤーマー　
安里の臼太鼓
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字
東
風
平
の
獅
子
舞
は
、レ
プ
リ
カ
が

存
在
し
な
い
獅
子
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま

す
。ま
た
、33
年
ご
と
に
獅
子
頭
を
焼
き
、

新
し
い
獅
子
頭
を
移
し
て
代
替
わ
り
を
行

う
の
も
特
徴
で
す
。獅
子
の
交
代
儀
式
は
、

氏
神
拝
殿
で
御
願
し
た
後
に
、古
い
獅
子

の
頭
の
毛
を
３
本
新
し
い
獅
子
に
植
え
付

け
、獅
子
の
魂
を
移
し
替
え
ま
す
。そ
の

後
、獅
子
の
墓
で
あ
る
シ
ー
サ
ー
毛
で
古

い
シ
ー
サ
ー
を
火
葬
し
ま
す
。

　
近
年
、字
東
風
平
で
は
、豊
年
祭
で
獅
子

舞
を
演
ず
る
保
安
員（
ジ
ュ
ウ
ニ
ン
頭
）を

選
出
す
る
の
に
苦
慮
し
て
い
ま
し
た
。

ジ
ュ
ウ
ニ
ン
頭
は
字
東
風
平
に
伝
わ
る
役

目
で
、旧
暦
の
７
月
16
日
に
開
催
さ
れ
る

綱
引
き
と
、八
月
十
五
夜
祭（
豊
年
祭
）を

成
功
さ
せ
る
た
め
に
集
め
ら
れ
る
実
行
委

員
の
よ
う
な
も
の
で
す
。12
人
で
構
成
さ

れ
、任
期
は
１
年
間
。一
生
に
一
度
は
つ
と

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
も
あ
っ
て
、

部
落
の
中
か
ら
毎
年
青
壮
年
を
12
人
選
ぶ

の
で
す
が
、成
り
手
が
減
っ
て
い
ま
す
。こ

の
よ
う
な
状
況
が
ず
っ
と
続
い
て
い
る
こ

と
か
ら「
こ
の
ま
ま
で
は
衰
退
し
て
い
っ

て
し
ま
う
」と
危
機
感
を
覚
え
、２
０
２
２

年
に
字
東
風
平
獅
子
舞
保
存
会
を
立
ち
上

げ
ま
し
た
。記
録
に
残
る
資
料
で
も
、ジ
ュ

ウ
ニ
ン
頭
に
つ
い
て「
保
存
会
等
を
設
置

す
る
こ
と
で
継
続
し
て
話
し
合
い
を
持
つ

先
人
が
残
し
て
く
れ
た‶

財
産
“を

次
代
に
受
け
継
い
で
い
き
た
い

こ
と
」と
あ
り
、そ
の
必
要
性
を
当
時
の
役

員
会
で
も
認
識
し
て
い
た
と
思
わ
れ
ま

す
。加
入
希
望
者
を
募
る
た
め
、私
た
ち
は

字
東
風
平
全
世
帯
に
チ
ラ
シ
を
配
布
し
、

興
味
の
あ
る
若
者
に
は
直
接
声
が
け
を
し

て
い
ま
す
。獅
子
舞
は
字
東
風
平
の
誇
り

と
す
る
も
の
で
あ
り
、字
東
風
平
獅
子
舞

保
存
会
へ
の
会
員
加
入
が
期
待
さ
れ
ま

す
。

　
五
穀
豊
穣
や
無
病
息
災
、安
全
を
祈
願

す
る
十
五
夜
豊
年
祭
は
、先
人
た
ち
が
残

し
て
く
れ
た
大
事
な
行
事
の
ひ
と
つ
で
、

私
た
ち
の
財
産
で
す
。毎
年
継
続
し
て
開

催
で
き
て
い
る
こ
と
は
字
東
風
平
の
誇
り

で
、今
後
も
末
長
く
発
展
さ
せ
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

未来へひろがる、八重瀬の8つの魅力。

字東風平の獅子舞

字東風平獅子舞保存会　　書記・会計 中村通孝さん／副会長 我如古健輝さん／会長 金城毅さん／相談役 浦崎一郎さん　（2023年3月撮影）

町に伝わる伝統芸能にはそれぞれの特徴と深い歴史があり、次世代へ継承するために様々な思いがあります。

　玻名城の獅子舞は、地域の守り神として大切に受け継がれ
てきました。旧暦の7月16日には集落の通りを練り歩く道
ジュネーを、十五夜には舞台で獅子舞を披露します。平成元年
に立ち上がった保存会は年齢層が高めで、後継者不足が問題
になっています。私は高校を卒業してから入会し、獅子舞を継
承しています。1回舞うとくたくたに疲れてしまうほど体力を
使うので、若い人でないと厳しいですね…。先輩方から受け継
いだ伝統文化を、今の子どもたちに繋げていきたいです。

継承する喜び

子どもたちが継承したくなる
仕組みづくりを

　平成9年に立ち上げたのが志多伯獅子舞棒術保存会です。志
多伯の獅子舞は約300年の歴史があり、豊年祭に演舞が披露
されます。開催時期は法要周期と同様。1、3、7、13、25、33年忌
の節目に当たる年にだけ行われ、33年忌が終わると翌年から
初年忌に戻り、同様に繰り返し行事が行われます。現在メン
バーは30名ほど。課題は、伝統を次世代に繋いでいくこと。若
手に興味・関心を持ってもらえるよう、公民館で様々なイベン
トを企画しています。

300年続く獅子舞を
継承したい

　勤労の尊さや社会奉仕の心を説いた教訓歌「汗水節」は、沖
縄を代表する教訓歌として沖縄やハワイ、南米の沖縄県人会
でも親しまれていますが、ちまたで歌われている汗水節は一
部本歌と異なるところも。平成元年に立ち上げた具志頭汗水
節保存会は、本来の歌詞を一語一句変えることなく歌い繋い
でいます。現在会員は18名ほど。高齢化に伴って活動参加者
は減少していますが、若者へ語り継ぎ、伝えていくことは重要
なので、日々の活動に取り組んでいきます。

沖縄民謡“汗水節”を
正しく伝えたい

Interview

玻名城獅子舞保存会　仲村幸斗さん継承者の声

志多伯獅子舞棒術保存会　神谷尚希さん継承者の声

具志頭汗水節保存会 会長 新垣好惟さん継承者の声
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特集4／暮らし

子育て世代が増え、学童や学習スペースへのニーズ
の高まりを受けて建てられた公民連携の複合施設
です。2階と3階が図書館・こども学習センターで、図
書の貸出や学習スペース、親子で楽しめるキッズス
ペースなどを設けており、月に1回、えほんの読み聞
かせ会を開催しています。

八重瀬町図書館・こども学習センター

子育て

Topic
s!!

未来ひろがる、暮らし。

未来ひろがる暮らし

環境が育む町での暮らしやすさ
充実した子育て環境や高齢者でも暮らしやすい整った施設。
自然を活かした公園など「暮らしやすさ」から町を紹介。

Comfortable living Environment

サイト紹介
八重瀬町では、行政情報発信の強化を目指し、公式ＳＮＳサイ
ト(Facebook、Instagram、LINE)を運営し、八重瀬にまつわ
る情報を随時発信しています。 公式 LINE Facebook Instagram

4
2022年オープン！
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子
ど
も
か
ら
高
齢
者
、障
害
の
有
無

や
男
女
を
問
わ
ず
、全
て
の
町
民
が
住

み
慣
れ
た
地
域
社
会
の
中
で
安
心
し

て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、地
域

共
生
社
会
を
目
指
す
こ
と
を
指
針
に
、

住
民
、事
業
所
、行
政
が
と
も
に
支
援

を
必
要
と
す
る
人
を
支
え
る
地
域
福

祉
活
動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。そ
の
た

め
に
、住
民
が
地
域
と
連
携
し
な
が
ら

地
域
単
位
の
福
祉
を
展
開
し
、サ
ー
ビ

ス
の
総
合
的
、体
系
的
な
提
供
を
行
っ

て
い
ま
す
。そ
し
て
地
域
住
民
を
主
体

と
し
て「
結
の
心
」で
支
え
合
い
、誰
も

が
生
き
生
き
と
暮
ら
し
、助
け
合
え
る

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

未来ひろがる、暮らし。

　
幼
児
教
育
か
ら
学
校
教
育
ま
で
、豊

か
な
学
び
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
い
ま
す
。好
奇
心
旺
盛
で
あ
り
、生
涯

に
わ
た
る
人
間
形
成
の
基
礎
が
培
わ
れ

る
重
要
な
時
期
に
あ
る
幼
児
期
の
子
ど

も
た
ち
に
対
し
て
は
、子
育
て
・
保
育
・

教
育
環
境
を
充
実
し
、母
子
へ
の
切
れ

目
な
い
支
援
に
取
り
組
み
ま
す
。ま
た

児
童
、生
徒
に
対
し
て
は
、教
育
環
境
や

教
育
相
談
、指
導
体
制
を
整
え
、保
幼
小

及
び
小
中
が
連
携
し
、子
ど
も
一
人
ひ

と
り
の
個
性
に
合
っ
た
教
育
に
よ
る
学

力
向
上
を
推
進
し
、子
ど
も
た
ち
が
ス

ト
レ
ス
な
く
学
習
や
ス
ポ
ー
ツ
に
励
め

る
よ
う
、良
好
な
学
習
環
境
を
創
出
し

ま
す
。

子
育
て・保
育

教
育
環
境
の
充
実

子育て

町のミニディサービスでは、高
齢者が要介護状態になることの
予防や、要介護状態等の軽減、ま
たは悪化の予防することを目的
に、日常的にからだを動かすこ
とを習慣化するように運動やレ
クリエーションなどに取り組ん
でいます。

ミニデイサービス
介護予防ボランティアは、各区
に教室を立ち上げ、それぞれが、
「集いの場」となり、地域の「顔見
知り」から教室に参加する「仲
間」へと発展しています。そこか
ら、地域で新たな社会が生まれ、
自主的な活動を計画し、それぞ
れが実行しています。

介護予防ボランティア

福祉「結の心」で支え合う
健康・福祉のまちへ

ぴっぴは、乳幼児を持つ親子が好きな時間に来所して、ゆっ
たりと過ごせる空間を提供しています。
子育てにおいて不安や悩みを抱え環境も様々な中で、子育て
に日々奮闘していらっしゃるお母さん・お父さんに、ぴっぴ
では、お子さんが楽しく遊び子育てについて、お互いの情報
交換をしたり何気ないおしゃべりを楽しんだり、皆さんに
とって寄り添える・くつろげる場所にできれば嬉しいです。

子育て支援センターぴっぴ
切れ目のない支援で子育てできる環境づくり

高齢者、成人、学生、保護者などの他、民間
企業や団体等の幅広い人材の参画の下、
地域全体で子供たちの学びや成長を支え
るとともに、学校の支援及び、地域活性化
への波及を目的とした地域・協働コー
ディネート活動を展開しています。
子供たちが地域や企業に出向いて学習を
行ったり、学校での体験活動や講話等を
実施しています。

地域学校協働活動の推進

幼児教育と小学校教育をつなぎ、幼児期
の育ちと学びを小学校に生かせるよう支
援する事業です。
公開授業や公開保育・先生たちの合同研
修会などの活動を通して、役場（児童家庭
課）・教育委員会（学校教育課）・保育園・幼
稚園・こども園・小学校が「子ども中心」に
対話主体で研究を進めています。

保幼こ小連携プロジェクト

仲座公民館ミニデイサービスの様子
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子
ど
も
か
ら
高
齢
者
、障
害
の
有
無

や
男
女
を
問
わ
ず
、全
て
の
町
民
が
住

み
慣
れ
た
地
域
社
会
の
中
で
安
心
し

て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、地
域

共
生
社
会
を
目
指
す
こ
と
を
指
針
に
、

住
民
、事
業
所
、行
政
が
と
も
に
支
援

を
必
要
と
す
る
人
を
支
え
る
地
域
福

祉
活
動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。そ
の
た

め
に
、住
民
が
地
域
と
連
携
し
な
が
ら

地
域
単
位
の
福
祉
を
展
開
し
、サ
ー
ビ

ス
の
総
合
的
、体
系
的
な
提
供
を
行
っ

て
い
ま
す
。そ
し
て
地
域
住
民
を
主
体

と
し
て「
結
の
心
」で
支
え
合
い
、誰
も

が
生
き
生
き
と
暮
ら
し
、助
け
合
え
る

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

未来ひろがる、暮らし。

　
幼
児
教
育
か
ら
学
校
教
育
ま
で
、豊

か
な
学
び
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
い
ま
す
。好
奇
心
旺
盛
で
あ
り
、生
涯

に
わ
た
る
人
間
形
成
の
基
礎
が
培
わ
れ

る
重
要
な
時
期
に
あ
る
幼
児
期
の
子
ど

も
た
ち
に
対
し
て
は
、子
育
て
・
保
育
・

教
育
環
境
を
充
実
し
、母
子
へ
の
切
れ

目
な
い
支
援
に
取
り
組
み
ま
す
。ま
た

児
童
、生
徒
に
対
し
て
は
、教
育
環
境
や

教
育
相
談
、指
導
体
制
を
整
え
、保
幼
小

及
び
小
中
が
連
携
し
、子
ど
も
一
人
ひ

と
り
の
個
性
に
合
っ
た
教
育
に
よ
る
学

力
向
上
を
推
進
し
、子
ど
も
た
ち
が
ス

ト
レ
ス
な
く
学
習
や
ス
ポ
ー
ツ
に
励
め

る
よ
う
、良
好
な
学
習
環
境
を
創
出
し

ま
す
。

子
育
て・保
育

教
育
環
境
の
充
実

子育て

町のミニディサービスでは、高
齢者が要介護状態になることの
予防や、要介護状態等の軽減、ま
たは悪化の予防することを目的
に、日常的にからだを動かすこ
とを習慣化するように運動やレ
クリエーションなどに取り組ん
でいます。

ミニデイサービス
介護予防ボランティアは、各区
に教室を立ち上げ、それぞれが、
「集いの場」となり、地域の「顔見
知り」から教室に参加する「仲
間」へと発展しています。そこか
ら、地域で新たな社会が生まれ、
自主的な活動を計画し、それぞ
れが実行しています。

介護予防ボランティア

福祉「結の心」で支え合う
健康・福祉のまちへ

ぴっぴは、乳幼児を持つ親子が好きな時間に来所して、ゆっ
たりと過ごせる空間を提供しています。
子育てにおいて不安や悩みを抱え環境も様々な中で、子育て
に日々奮闘していらっしゃるお母さん・お父さんに、ぴっぴ
では、お子さんが楽しく遊び子育てについて、お互いの情報
交換をしたり何気ないおしゃべりを楽しんだり、皆さんに
とって寄り添える・くつろげる場所にできれば嬉しいです。

子育て支援センターぴっぴ
切れ目のない支援で子育てできる環境づくり

高齢者、成人、学生、保護者などの他、民間
企業や団体等の幅広い人材の参画の下、
地域全体で子供たちの学びや成長を支え
るとともに、学校の支援及び、地域活性化
への波及を目的とした地域・協働コー
ディネート活動を展開しています。
子供たちが地域や企業に出向いて学習を
行ったり、学校での体験活動や講話等を
実施しています。

地域学校協働活動の推進

幼児教育と小学校教育をつなぎ、幼児期
の育ちと学びを小学校に生かせるよう支
援する事業です。
公開授業や公開保育・先生たちの合同研
修会などの活動を通して、役場（児童家庭
課）・教育委員会（学校教育課）・保育園・幼
稚園・こども園・小学校が「子ども中心」に
対話主体で研究を進めています。

保幼こ小連携プロジェクト

仲座公民館ミニデイサービスの様子
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■
八
重
瀬
町
で
の
思
い
出
を
教
え
て
く

だ
さ
い

　
忘
れ
た
い
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
が（
笑
）少
年
野
球
で
の
思
い
出
が
印

象
的
で
す
ね
。私
は
、白
川
小
学
校
に

通
っ
て
い
た
の
で
す
が
、当
時
、１
学
年

３
ク
ラ
ス
く
ら
い
ず
つ
の
普
通
の
ク
ラ

ス
数
だ
っ
た
の
で
す
が
、野
球
の
町
内
大

会
が
あ
る
と
隣
の
東
風
平
小
学
校
と
合

わ
せ
て
各
団
地
か
ら
20
チ
ー
ム
く
ら
い

が
出
場
し
て
。当
時
は
、ど
の
子
ど
も
も

大
体
、ど
こ
か
の
少
年
野
球
チ
ー
ム
に
所

属
し
て
い
た
の
で
、大
会
の
時
に
は
大
盛

り
あ
が
り
で
し
た
よ
。

■
八
重
瀬
町
の
良
い
と
こ
ろ
を
教
え
て

く
だ
さ
い

　
先
ほ
ど
の
少
年
野
球
の
話
の
続
き
に

な
り
ま
す
が
、当
時
、少
年
野
球
を
通
し

て
、先
輩
か
ら
い
い
こ
と
も
悪
い
こ
と
も

教
わ
っ
た
り
、子
ど
も
が
子
ど
も
の
面
倒

を
見
な
が
ら
肌
で
人
間
関
係
や
社
会
と

い
う
も
の
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。コ
ー
チ

が
い
る
チ
ー
ム
も
あ
っ
た
の
で
す
が
、基

本
、平
日
は
公
民
館
で
子
ど
も
た
ち
だ
け

で
集
ま
っ
て
練
習
し
て
い
た
の
で
、子
ど

も
が
育
つ
に
は
と
て
も
良
い
環
境
だ
と

思
い
ま
す
。今
で
は
、僕
が
通
っ
て
い
た

時
よ
り
優
秀
な
生
徒
が
小
学
校
か
ら
誕

生
し
た
り
も
し
て
い
る
の
で
、そ
う
い
っ

た
良
質
な
子
育
て
環
境
の
蓄
積
に
よ
り

年
々
、子
ど
も
た
ち
の
質
も
上
が
っ
て
い

る
よ
う
に
感
じ
ま
す
ね
。

■
近
年
で
八
重
瀬
町
と
の
関
わ
り
を
教

え
て
く
だ
さ
い
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
な
っ
て
少
し
間
は
空
い

し
ま
っ
て
い
ま
す
が
、母
校
で
あ
る
白
川

かりゆし58 前川真悟さん
かりゆし58のボーカルとしての活躍に留まらず、近年では、ソロ活動や、企画プロデュースなど活動の

幅を広げる前川さん。八重瀬町出身である彼に町の魅力と思い出を聞きました。

小
学
校
で
、夏
休
み
に
親
子
レ
ク
と
し
て

星
空
観
測
会
が
開
催
さ
れ
た
時
に
星
空

を
見
な
が
ら
ラ
イ
ブ
を
し
た
り
、知
り
合

い
の
消
防
士
の
仲
間
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク

シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ
ン
グ
を
開
催
し
た
り
、と

に
か
く
、自
分
の
地
元
や
母
校
を
使
っ

て
、エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
を
提
供
し
て

き
ま
し
た
。子
ど
も
た
ち
の
描
く
絵
日
記

が
そ
の
日
だ
け
は
、皆
一
緒
の
こ
と
み
た

い
な
の
っ
て
、マ
ン
ガ
の
一
コ
マ
み
た
い

で
何
か
い
い
じ
ゃ
い
で
す
か
。な
の
で
、

こ
れ
か
ら
も
町
か
ら
オ
フ
ァ
ー
が
頂
け

る
な
ら
、地
元
の
行
事
に
も
参
加
し
て
い

き
た
い
で
す
。

■
最
後
に
読
者
の
皆
さ
ん
へ
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
お
願
い
し
ま
す

　
八
重
瀬
町
が
誕
生
し
た
の
と
、か
り
ゆ

し
58
の
バ
ン
ド
結
成
が
ほ
ぼ
同
じ
年
代

で
、僕
ら
は
、毎
日
暮
ら
す
八
瀬
町
で
の

景
色
が
全
て
だ
っ
た
し
、そ
れ
を
ス
ケ
ッ

チ
す
る
よ
う
に
音
楽
を
作
っ
て
き
ま
し

た
。自
分
た
ち
が
暮
ら
し
て
き
た
時
と
比

べ
る
と
色
々
と
町
は
発
展
を
遂
げ
て
い

ま
す
が
、東
風
平
に
は
自
然
豊
か
な
田
園

風
景
が
あ
り
、具
志
頭
に
は
美
し
い
海
が

今
で
も
あ
り
ま
す
。景
色
は
も
ち
ろ
ん
、

音
楽
面
に
お
い
て
も
、古
く
か
ら
伝
わ
る

伝
統
芸
能
も
盛
ん
で
、深
い
歴
史
と
共
に

受
け
継
が
れ
て
き
ま
し
た
。そ
れ
を
含
め

て
、八
重
瀬
町
は
、昔
か
ら
色
褪
せ
な
い

素
敵
な
魅
力
で
溢
れ
て
い
る
の
で
、地
元

の
方
は
そ
れ
を
再
認
識
し
な
が
ら
、県
内

外
の
方
へ
も
発
信
し
て
い
っ
て
欲
し
い

で
す
ね
。

前川真悟（まえかわ しんご）
1981年沖縄県八重瀬町生まれ。４
人組バンド「かりゆし58」のボー
カル、ベース、ギターを担当。2006
年発表の「アンマー」で日本有線大
賞新人賞。2018年、前川商事を設
立し、企画プロデュース・楽曲提供
など活動の幅を広げる。

SPECIAL INTERVIEW

時
代
は
流
れ
て
も

変
わ
ら
な
い
も
の

そ
れ
こ
そ
が
町
の
魅
力

木々が生い茂る自然豊かな公園です。園内は3集落の
拝所が点在し、石畳で整備された「ウマチーロード」
や展望台などが備えられ、町内随一の散策スポット
になっています。またパークゴルフ場のほか、新たに
遊具の設備も行っており、幅広い世代で楽しめる公
園となっています。

当銘282

西部プラザ公園

　
町
内
に
は
大
小
様
々
な
公
園
が
点
在

し
て
お
り
、自
然
を
活
か
し
た
公
園
や
、

街
の
中
に
作
ら
れ
た
公
園
な
ど
、ノ
ン

ビ
リ
と
し
た
雰
囲
気
が
特
徴
の
公
園
が

象
徴
的
で
す
。町
民
を
中
心
に
週
末
に

は
親
子
連
れ
や
運
動
の
為
に
身
体
を
動

か
す
方
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

豊
か
な
自
然
を

活
か
し
た
町
内
の
公
園

公園

DATA

沖縄県立島尻特別支援学校に
隣接し、幼児用から児童用の遊
具が設置されています。また、
男女別、バリアフリー対応のト
イレや、無料で利用できるパー
クゴルフ場も整備され、幅広い
世代が利用できます。

宜次278-1

長田門原公園

DATA

幼児用と児童用のコンビネー
ション遊具が設置され、中央
に多目的広場がある公園で
す。隣には八重瀬町図書館・こ
ども学習センターがあり、帰
りに本を借りるのもオススメ
です。

屋宜原公民館（屋
宜原147-1）となり

屋宜原中央公園

DATA

コンビネーション遊具やロー
プウェイがあり、幅広い年齢
の子どもたちが楽しめる場所
です。駐車場も広いので家族
でも訪れやすい場所です。

東風平1076

東風平運動公園内遊具

DATA

芝生広場と遊具があり、地域
の保育園や子どもたちの遊び
場になっています。芝生広場
では地域のお祭りなども行わ
れ、住民の憩いの場としても
利用されています。

港川381-5

港川公民館前広場

DATA

ながたじょうばる
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■
八
重
瀬
町
で
の
思
い
出
を
教
え
て
く

だ
さ
い

　
忘
れ
た
い
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
が（
笑
）少
年
野
球
で
の
思
い
出
が
印

象
的
で
す
ね
。私
は
、白
川
小
学
校
に

通
っ
て
い
た
の
で
す
が
、当
時
、１
学
年

３
ク
ラ
ス
く
ら
い
ず
つ
の
普
通
の
ク
ラ

ス
数
だ
っ
た
の
で
す
が
、野
球
の
町
内
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会
が
あ
る
と
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風
平
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学
校
と
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各
団
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か
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20
チ
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ら
い

が
出
場
し
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。当
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は
、ど
の
子
ど
も
も
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、ど
こ
か
の
少
年
野
球
チ
ー
ム
に
所

属
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て
い
た
の
で
、大
会
の
時
に
は
大
盛
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あ
が
り
で
し
た
よ
。

■
八
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瀬
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と
こ
ろ
を
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だ
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先
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野
球
の
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の
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き
に

な
り
ま
す
が
、当
時
、少
年
野
球
を
通
し

て
、先
輩
か
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い
い
こ
と
も
悪
い
こ
と
も

教
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っ
た
り
、子
ど
も
が
子
ど
も
の
面
倒

を
見
な
が
ら
肌
で
人
間
関
係
や
社
会
と

い
う
も
の
を
感
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て
い
ま
し
た
。コ
ー
チ

が
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る
チ
ー
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も
あ
っ
た
の
で
す
が
、基

本
、平
日
は
公
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館
で
子
ど
も
た
ち
だ
け

で
集
ま
っ
て
練
習
し
て
い
た
の
で
、子
ど

も
が
育
つ
に
は
と
て
も
良
い
環
境
だ
と

思
い
ま
す
。今
で
は
、僕
が
通
っ
て
い
た

時
よ
り
優
秀
な
生
徒
が
小
学
校
か
ら
誕

生
し
た
り
も
し
て
い
る
の
で
、そ
う
い
っ

た
良
質
な
子
育
て
環
境
の
蓄
積
に
よ
り

年
々
、子
ど
も
た
ち
の
質
も
上
が
っ
て
い

る
よ
う
に
感
じ
ま
す
ね
。

■
近
年
で
八
重
瀬
町
と
の
関
わ
り
を
教

え
て
く
だ
さ
い
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
な
っ
て
少
し
間
は
空
い

し
ま
っ
て
い
ま
す
が
、母
校
で
あ
る
白
川

かりゆし58 前川真悟さん
かりゆし58のボーカルとしての活躍に留まらず、近年では、ソロ活動や、企画プロデュースなど活動の

幅を広げる前川さん。八重瀬町出身である彼に町の魅力と思い出を聞きました。

小
学
校
で
、夏
休
み
に
親
子
レ
ク
と
し
て

星
空
観
測
会
が
開
催
さ
れ
た
時
に
星
空

を
見
な
が
ら
ラ
イ
ブ
を
し
た
り
、知
り
合

い
の
消
防
士
の
仲
間
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク

シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ
ン
グ
を
開
催
し
た
り
、と

に
か
く
、自
分
の
地
元
や
母
校
を
使
っ

て
、エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
を
提
供
し
て

き
ま
し
た
。子
ど
も
た
ち
の
描
く
絵
日
記

が
そ
の
日
だ
け
は
、皆
一
緒
の
こ
と
み
た

い
な
の
っ
て
、マ
ン
ガ
の
一
コ
マ
み
た
い

で
何
か
い
い
じ
ゃ
い
で
す
か
。な
の
で
、

こ
れ
か
ら
も
町
か
ら
オ
フ
ァ
ー
が
頂
け

る
な
ら
、地
元
の
行
事
に
も
参
加
し
て
い

き
た
い
で
す
。

■
最
後
に
読
者
の
皆
さ
ん
へ
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
お
願
い
し
ま
す

　
八
重
瀬
町
が
誕
生
し
た
の
と
、か
り
ゆ

し
58
の
バ
ン
ド
結
成
が
ほ
ぼ
同
じ
年
代

で
、僕
ら
は
、毎
日
暮
ら
す
八
瀬
町
で
の

景
色
が
全
て
だ
っ
た
し
、そ
れ
を
ス
ケ
ッ

チ
す
る
よ
う
に
音
楽
を
作
っ
て
き
ま
し

た
。自
分
た
ち
が
暮
ら
し
て
き
た
時
と
比

べ
る
と
色
々
と
町
は
発
展
を
遂
げ
て
い

ま
す
が
、東
風
平
に
は
自
然
豊
か
な
田
園

風
景
が
あ
り
、具
志
頭
に
は
美
し
い
海
が

今
で
も
あ
り
ま
す
。景
色
は
も
ち
ろ
ん
、

音
楽
面
に
お
い
て
も
、古
く
か
ら
伝
わ
る

伝
統
芸
能
も
盛
ん
で
、深
い
歴
史
と
共
に

受
け
継
が
れ
て
き
ま
し
た
。そ
れ
を
含
め

て
、八
重
瀬
町
は
、昔
か
ら
色
褪
せ
な
い

素
敵
な
魅
力
で
溢
れ
て
い
る
の
で
、地
元

の
方
は
そ
れ
を
再
認
識
し
な
が
ら
、県
内

外
の
方
へ
も
発
信
し
て
い
っ
て
欲
し
い

で
す
ね
。

前川真悟（まえかわ しんご）
1981年沖縄県八重瀬町生まれ。４
人組バンド「かりゆし58」のボー
カル、ベース、ギターを担当。2006
年発表の「アンマー」で日本有線大
賞新人賞。2018年、前川商事を設
立し、企画プロデュース・楽曲提供
など活動の幅を広げる。

SPECIAL INTERVIEW

時
代
は
流
れ
て
も

変
わ
ら
な
い
も
の

そ
れ
こ
そ
が
町
の
魅
力

木々が生い茂る自然豊かな公園です。園内は3集落の
拝所が点在し、石畳で整備された「ウマチーロード」
や展望台などが備えられ、町内随一の散策スポット
になっています。またパークゴルフ場のほか、新たに
遊具の設備も行っており、幅広い世代で楽しめる公
園となっています。

当銘282

西部プラザ公園

　
町
内
に
は
大
小
様
々
な
公
園
が
点
在

し
て
お
り
、自
然
を
活
か
し
た
公
園
や
、

街
の
中
に
作
ら
れ
た
公
園
な
ど
、ノ
ン

ビ
リ
と
し
た
雰
囲
気
が
特
徴
の
公
園
が

象
徴
的
で
す
。町
民
を
中
心
に
週
末
に

は
親
子
連
れ
や
運
動
の
為
に
身
体
を
動

か
す
方
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

豊
か
な
自
然
を

活
か
し
た
町
内
の
公
園

公園

DATA

沖縄県立島尻特別支援学校に
隣接し、幼児用から児童用の遊
具が設置されています。また、
男女別、バリアフリー対応のト
イレや、無料で利用できるパー
クゴルフ場も整備され、幅広い
世代が利用できます。

宜次278-1

長田門原公園

DATA

幼児用と児童用のコンビネー
ション遊具が設置され、中央
に多目的広場がある公園で
す。隣には八重瀬町図書館・こ
ども学習センターがあり、帰
りに本を借りるのもオススメ
です。

屋宜原公民館（屋
宜原147-1）となり

屋宜原中央公園

DATA

コンビネーション遊具やロー
プウェイがあり、幅広い年齢
の子どもたちが楽しめる場所
です。駐車場も広いので家族
でも訪れやすい場所です。

東風平1076

東風平運動公園内遊具

DATA

芝生広場と遊具があり、地域
の保育園や子どもたちの遊び
場になっています。芝生広場
では地域のお祭りなども行わ
れ、住民の憩いの場としても
利用されています。

港川381-5

港川公民館前広場

DATA

ながたじょうばる
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八重瀬を盛り上げる

八重瀬の輝く人

　「みそシフォン」を製造・販売する「菊みそ加
工所 夢工房」の代表 平安名さんは、お母様から
受け継いだ昔ながらの無添加みそを守りつつ、
新しい取り組みにも果敢にチャレンジされて
います。「子どもたちが安心して食べられる」を
コンセプトに身体に優しい商品作りを心がけ、
最近では「命を大事にしたいので、できる範囲
で動物性食品の使用を控えたい」と肉の代わり
に大豆ミートを使った大豆ミートみそを開発。
そんな平安名さんが感じている八重瀬町の魅
力は「自然が豊かなところ。スーパーマーケッ
トや銀行、飲食店もあるので、日常生活の中で
不便だと感じることもありません」と話しま
す。

　沖縄ガールズスクエアは、新しいことを始め
たい女性を応援するコミュニティー。代表の岩
渕さんは「一歩踏み出したくても踏み出せない
子育て中のママさんたちが数多くいらっしゃ
るのを感じていました」と話し、そんな女性た
ちが活躍できるようサポートをしています。
2019年に那覇から八重瀬町に拠点を移し、気
軽に立ち寄ることができるコミュニティカ
フェ「はたけかふぇ。」もオープン。地域の魅力
も発信しています。「八重瀬町にはまだ世に出
ていない魅力がたくさんあり、大きな可能性を
秘めていると思います。自然が豊かで、ピュア
な心を持った方が多いですね。そんな方たちが
活躍できる場が増えたら嬉しいです」と岩渕さ
ん。商工会と連携し、地域に根差した取り組み
も進めています。

県内外で注目を浴びる八重瀬町の彼ら。八重瀬町を盛り上げてくれる彼らのこれからが楽しみ！
そんな彼らの八重瀬町への思いを伺いました。

<平安名陽子 >
1987年に先代が始めたみそ加工所を、2005年に洋子さんが
リニューアルオープン。国産大豆、国産米、県産の塩で造る
昔ながらの手造り無添加みそを使った調味料や焼き菓子を製
造・販売。みんなが笑顔になる商品づくりを常に心がけ、これ
まで様々な県産食材や町産品を活用した商品を開発してきまし
た。

<岩渕裕子 >
沖縄ガールズスクエア代表／女性起業サポーター
ガールズクスエア認定女性起業サポーターとして、自分らしく
新しいことにチャレンジする女性が活躍できる場づくりと、そ
の女性を応援するために地域で活躍する女性起業サポーター
の輪を広げることに全力で取り組んでいる。

　幼い頃から民謡や三線に触れ、現在は民謡歌
手として国内外で活躍されている新垣成世さ
んは、生まれ育った八重瀬町について“心休ま
るところ”と話します。ふとした時に立ち寄る
場所は、人がほとんどいない穴場スポット「具
志頭（ぐしちゃん）浜」。「中学生の頃は部活の帰
りによく立ち寄りました。今でも、疲れた時や
息抜きをしたい時、コンクールの前で心が落ち
着かない時には自然と足が向きます。都市化す
ることなく、このまま変わらない八重瀬町で
あってほしい」と新垣さん。八重瀬町出身者が
作詞した「汗水節（あしみじぶし）」は働くこと
の尊さを歌った民謡で、新垣さんも思い入れが
あるそうです。

<新垣成世 >
1993年、八重瀬町生まれ。7歳から歌・三線に親しみ、平成
26年には民謡大賞を受賞。令和3年には新唄大賞でグランプ
リを受賞。「伝統芸能も新歌も大切に」という思いを常に持ち、
県内外、そして北京・上海・インド・フィリピンなどを巡り、活
動を行っている。

　泡盛酒造所の杜氏や僧侶、医師、議員、看板・
木工職人など異業種が集まる507通り会は「南
部の中心地」と呼ばれるにふさわしいまちづく
りをするため、2012年8月に結成されました。
ここ数年で目まぐるしい発展を遂げ、沖縄県内
の“住みたい街ランキング”では上位に挙がる
八重瀬町。さらに価値を高めるため、環境の整
備やイベント・ボランティアなどで地域に貢献
し“人と人”を結び、地域の活性化に繋げます。
程よい田舎ですが、那覇や高速インターチェン
ジも近く、子育て世代や若者からも注目されて
いる街。会長は「自然は大切に残しつつ、住みや
すい暮らしができるようにしていきたいです」
と話します。

<八重瀬町507通り会 >
国道507号の外間から富盛までの約７キロメートルを範囲とし
た「沖縄一の長さを誇る通り会」。事業者間の交流を深め情報
を共有・活用し、環境の整備やイベント・ボランティア等で地
域に貢献し、町を活性化することなどを目的に設立。

人
も
動
物
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町

快
適
に
暮
ら
せ
る
程
よ
い
田
舎

『
心
休
ま
る
場
所
』

ず
っ
と
今
の
ま
ま
で
あ
っ
て
ほ
し
い

八重瀬町の価値を高めながら
地域活性化を目指していきたい

一
歩
踏
み
出
せ
る
環
境
づ
く
り

女
性
が
輝
け
る
き
っ
か
け
を
作
り
た
い
！
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八重瀬を盛り上げる
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　「みそシフォン」を製造・販売する「菊みそ加
工所 夢工房」の代表 平安名さんは、お母様から
受け継いだ昔ながらの無添加みそを守りつつ、
新しい取り組みにも果敢にチャレンジされて
います。「子どもたちが安心して食べられる」を
コンセプトに身体に優しい商品作りを心がけ、
最近では「命を大事にしたいので、できる範囲
で動物性食品の使用を控えたい」と肉の代わり
に大豆ミートを使った大豆ミートみそを開発。
そんな平安名さんが感じている八重瀬町の魅
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す。

　沖縄ガールズスクエアは、新しいことを始め
たい女性を応援するコミュニティー。代表の岩
渕さんは「一歩踏み出したくても踏み出せない
子育て中のママさんたちが数多くいらっしゃ
るのを感じていました」と話し、そんな女性た
ちが活躍できるようサポートをしています。
2019年に那覇から八重瀬町に拠点を移し、気
軽に立ち寄ることができるコミュニティカ
フェ「はたけかふぇ。」もオープン。地域の魅力
も発信しています。「八重瀬町にはまだ世に出
ていない魅力がたくさんあり、大きな可能性を
秘めていると思います。自然が豊かで、ピュア
な心を持った方が多いですね。そんな方たちが
活躍できる場が増えたら嬉しいです」と岩渕さ
ん。商工会と連携し、地域に根差した取り組み
も進めています。

県内外で注目を浴びる八重瀬町の彼ら。八重瀬町を盛り上げてくれる彼らのこれからが楽しみ！
そんな彼らの八重瀬町への思いを伺いました。

<平安名陽子 >
1987年に先代が始めたみそ加工所を、2005年に洋子さんが
リニューアルオープン。国産大豆、国産米、県産の塩で造る
昔ながらの手造り無添加みそを使った調味料や焼き菓子を製
造・販売。みんなが笑顔になる商品づくりを常に心がけ、これ
まで様々な県産食材や町産品を活用した商品を開発してきまし
た。

<岩渕裕子 >
沖縄ガールズスクエア代表／女性起業サポーター
ガールズクスエア認定女性起業サポーターとして、自分らしく
新しいことにチャレンジする女性が活躍できる場づくりと、そ
の女性を応援するために地域で活躍する女性起業サポーター
の輪を広げることに全力で取り組んでいる。

　幼い頃から民謡や三線に触れ、現在は民謡歌
手として国内外で活躍されている新垣成世さ
んは、生まれ育った八重瀬町について“心休ま
るところ”と話します。ふとした時に立ち寄る
場所は、人がほとんどいない穴場スポット「具
志頭（ぐしちゃん）浜」。「中学生の頃は部活の帰
りによく立ち寄りました。今でも、疲れた時や
息抜きをしたい時、コンクールの前で心が落ち
着かない時には自然と足が向きます。都市化す
ることなく、このまま変わらない八重瀬町で
あってほしい」と新垣さん。八重瀬町出身者が
作詞した「汗水節（あしみじぶし）」は働くこと
の尊さを歌った民謡で、新垣さんも思い入れが
あるそうです。

<新垣成世 >
1993年、八重瀬町生まれ。7歳から歌・三線に親しみ、平成
26年には民謡大賞を受賞。令和3年には新唄大賞でグランプ
リを受賞。「伝統芸能も新歌も大切に」という思いを常に持ち、
県内外、そして北京・上海・インド・フィリピンなどを巡り、活
動を行っている。

　泡盛酒造所の杜氏や僧侶、医師、議員、看板・
木工職人など異業種が集まる507通り会は「南
部の中心地」と呼ばれるにふさわしいまちづく
りをするため、2012年8月に結成されました。
ここ数年で目まぐるしい発展を遂げ、沖縄県内
の“住みたい街ランキング”では上位に挙がる
八重瀬町。さらに価値を高めるため、環境の整
備やイベント・ボランティアなどで地域に貢献
し“人と人”を結び、地域の活性化に繋げます。
程よい田舎ですが、那覇や高速インターチェン
ジも近く、子育て世代や若者からも注目されて
いる街。会長は「自然は大切に残しつつ、住みや
すい暮らしができるようにしていきたいです」
と話します。

<八重瀬町507通り会 >
国道507号の外間から富盛までの約７キロメートルを範囲とし
た「沖縄一の長さを誇る通り会」。事業者間の交流を深め情報
を共有・活用し、環境の整備やイベント・ボランティア等で地
域に貢献し、町を活性化することなどを目的に設立。
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子
ど
も
、高
齢
者
、障
が
い
者
を
問
わ

ず
、誰
も
が
そ
れ
ぞ
れ
の
体
力
や
年
齢
、

技
術
、興
味
・
目
的
に
応
じ
て
ス
ポ
ー
ツ

に
親
し
み
、体
力
と
健
康
を
育
む
こ
と

の
で
き
る
環
境
づ
く
り
に
努
め
て
い
ま

す
。そ
の
た
め
に
、住
民
が
主
体
的
に
参

画
で
き
、利
用
し
や
す
い
公
共
ス
ポ
ー

ツ
施
設
等
の
環
境
を
作
る
こ
と
が
必
要

と
考
え
、体
育
館
や
陸
上
競
技
場
、野
球

場
、サ
ッ
カ
ー
場
、テ
ニ
ス
場
な
ど
を
有

す
る「
東
風
平
運
動
公
園
」を
は
じ
め
町

内
各
地
の
多
目
的
広
場
、新
規
の
施
設

と
し
て「
ス
ポ
ー
ツ
観
光
交
流
施
設
」と

「
健
康
増
進
機
能
強
化
施
設
」を
整
備
す

る
な
ど
、生
涯
ス
ポ
ー
ツ
社
会
の
実
現

に
向
け
た
環
境
の
整
備
を
推
進
し
て
い

ま
す
。ま
た
、各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
や
教

室
、軽
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
様
々
な
機
会
を

創
出
し
な
が
ら
、ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
サ

ポ
ー
ト
で
き
る
人
材
の
育
成
に
も
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。さ
ら
に
プ
ロ
ス
ポ
ー

ツ
チ
ー
ム
の
キ
ャ
ン
プ
誘
致
と
合
わ
せ

て
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
に
よ
る
ス
ポ
ー

ツ
教
室
を
開
催
す
る
な
ど
、住
民
の
生

活
の
よ
り
身
近
に
ス
ポ
ー
ツ
が
あ
り
、

気
軽
に
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
め
る
よ
う
な

環
境
を
整
備
し
て
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
を

通
じ
て
の

ま
ち
づ
く
り

令和4年8月にオープンした八重瀬町スポーツ観光交流施設は、天然芝のサッカー場と人工芝
のフットサル場、Jリーグライセンス基準を兼ね備えた管理棟（トレーニング施設、会議室等）
が備わっています。一般利用だけでなく、各種スポーツキャンプやプロサッカーチームの練
習拠点、子どもたちのサッカー大会、イベントの開催など幅広い用途で使用されています。

八重瀬町スポーツ観光交流施設
スポーツで夢ひろがる

充実したスポーツ環境で豊かに。
町内には、大小様 な々スポーツ施設があり、目的に応じた

利用が可能です。

Expanding our Future with Sports

スポーツで、夢広げる。

令和5年2月にオープン。全18
ホールのパークゴルフ場で
は、子どもからお年寄りまで、
八重瀬町の自然を感じながら
プレイ可能です。

具志頭パーク
ゴルフ場

広々したスペースに設置され
た充実のトレーニングマシー
ン。また、ゆったり休憩のでき
るスペースも完備。

トレーニング室

八重瀬町健康増進機能強化施設

6
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ス
ポ
ー

ツ
施
設
等
の
環
境
を
作
る
こ
と
が
必
要

と
考
え
、体
育
館
や
陸
上
競
技
場
、野
球

場
、サ
ッ
カ
ー
場
、テ
ニ
ス
場
な
ど
を
有

す
る「
東
風
平
運
動
公
園
」を
は
じ
め
町

内
各
地
の
多
目
的
広
場
、新
規
の
施
設

と
し
て「
ス
ポ
ー
ツ
観
光
交
流
施
設
」と

「
健
康
増
進
機
能
強
化
施
設
」を
整
備
す

る
な
ど
、生
涯
ス
ポ
ー
ツ
社
会
の
実
現

に
向
け
た
環
境
の
整
備
を
推
進
し
て
い

ま
す
。ま
た
、各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
や
教

室
、軽
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
様
々
な
機
会
を

創
出
し
な
が
ら
、ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
サ

ポ
ー
ト
で
き
る
人
材
の
育
成
に
も
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。さ
ら
に
プ
ロ
ス
ポ
ー

ツ
チ
ー
ム
の
キ
ャ
ン
プ
誘
致
と
合
わ
せ

て
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
に
よ
る
ス
ポ
ー

ツ
教
室
を
開
催
す
る
な
ど
、住
民
の
生

活
の
よ
り
身
近
に
ス
ポ
ー
ツ
が
あ
り
、

気
軽
に
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
め
る
よ
う
な

環
境
を
整
備
し
て
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
を

通
じ
て
の

ま
ち
づ
く
り

令和4年8月にオープンした八重瀬町スポーツ観光交流施設は、天然芝のサッカー場と人工芝
のフットサル場、Jリーグライセンス基準を兼ね備えた管理棟（トレーニング施設、会議室等）
が備わっています。一般利用だけでなく、各種スポーツキャンプやプロサッカーチームの練
習拠点、子どもたちのサッカー大会、イベントの開催など幅広い用途で使用されています。

八重瀬町スポーツ観光交流施設
スポーツで夢ひろがる

充実したスポーツ環境で豊かに。
町内には、大小様 な々スポーツ施設があり、目的に応じた

利用が可能です。

Expanding our Future with Sports

スポーツで、夢広げる。

令和5年2月にオープン。全18
ホールのパークゴルフ場で
は、子どもからお年寄りまで、
八重瀬町の自然を感じながら
プレイ可能です。

具志頭パーク
ゴルフ場

広々したスペースに設置され
た充実のトレーニングマシー
ン。また、ゆったり休憩のでき
るスペースも完備。

トレーニング室

八重瀬町健康増進機能強化施設
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広
大
な
敷
地
の
中
に
は
、サ
ッ
カ
ー
場
や
、多
目
的

広
場
、体
育
館
や
テ
ニ
ス
場
な
ど
様
々
な
ス
ポ
ー
ツ
施

設
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。充
実
の
設
備
や
利
用
の
し
や

す
さ
か
ら
町
内
外
か
ら
多
く
の
人
が
集
ま
り
、各
種
ス

ポ
ー
ツ
キ
ャ
ン
プ
や
大
会
な
ど
も
開
催
さ
れ
て
い
ま

す
。ま
た
敷
地
内
の
公
園
に
は
週
末
親
子
連
れ
で
賑
わ

い
広
い
敷
地
の
周
り
を
マ
ラ
ソ
ン
す
る
方
な
ど
、目
的

に
応
じ
て
様
々
な
利
用
方
法
が
あ
り
ま
す
。

スポーツで、夢広げる。

【
東
風
平
運
動
公
園
】

様
々
な
目
的
に
応
じ
た

幅
広
い
利
用
が
可
能

■サッカー場、多目的広場 京都サンガのサッカー教室

■体育館 ■トレーニング施設

■野球場 ■サブグラウンド

■陸上競技場 ■テニス場

東風平運動公園サッカー場
は近年、京都サンガF.C.や
浦和レッズなどJリーグの
プロサッカーチームのキャ
ンプ地に選ばれており、地
域住民はもちろん全国の
サッカーファンから注目を
集めています。
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日
本
人
の
ル
ー
ツ「
港
川
人
」

　
1
9
7
0
年
、港
川
採
石
場
か
ら
完

全
に
近
い
形
の
人
骨
化
石
が
発
見
さ

れ
ま
し
た
。「
港
川
人
」と
名
付
け
ら

れ
、形
態
的
特
徴
や
共
に
出
土
し
た
炭

化
物
の
年
代
測
定
か
ら
約
２
万
２
千

年
前
の
も
の
と
推
定
さ
れ
ま
し
た
。沖

縄
県
で
こ
れ
ま
で
に
発
見
さ
れ
た
多

く
の
人
骨
化
石
が
断
片
的
な
も
の
で

あ
る
の
に
対
し
て
、港
川
人
は
ほ
ぼ
全

身
の
骨
格
が
そ
ろ
っ
て
お
り
、日
本
人

の
ル
ー
ツ
を
知
る
た
め
の
貴
重
な
資

料
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
港
川
人
は
石
灰
石
の
裂
け
目

（
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
）の
中
に
埋
も
れ
て

化
石
に
な
っ
て
お
り
、そ
こ
か
ら
人
骨

と
一
緒
に
様
々
な
動
物
の
骨
も
見
つ

か
っ
て
い
ま
す
。す
で
に
絶
滅
し
て
い

る
リ
ュ
ウ
キ
ュ
ウ
ジ
カ
の
ほ
か
、現
在

で
も
生
息
し
て
い
る
イ
ノ
シ
シ
、ヤ
ン

バ
ル
ク
イ
ナ
な
ど
、今
の
ヤ
ン
バ
ル
地

域
に
生
息
す
る
動
物
化
石
が
発
見
さ

れ
て
い
ま
す
。こ
の
こ
と
か
ら
、港
川

人
が
い
た
約
２
万
年
前
、「
港
川
一
帯
」

は
、現
在
の
沖
縄
本
島
北
部
の
よ
う
な

大
森
林
地
帯
だ
っ
た
と
考
え
ら
え
て

い
ま
す
。

　
港
川
人
１
号（
成
人
男
性
）の
身
長

は
1
5
3
cm
、２
号
〜
４
号（
女
性
）３

体
の
平
均
身
長
は
1
4
3
cm
で
す
。体

つ
き
は
小
柄
で
、上
半
身
は
細
く
下
半

身
は
発
達
し
て
い
て
筋
力
は
強
か
っ

た
よ
う
で
す
。

八重瀬町立具志頭歴史民俗資料館では、港
川人コーナーを中央に常設しています。発
見者の大山盛保氏の記録とともに発見ま
での経緯を紹介し、港川人1号の骨格模型
や復元模型も展示するなど、八重瀬町の2
万2千年の歴史を楽しく学ぶことができま
す。

八重瀬町立具志頭
歴史民俗資料館港川遺跡公園

当銘・小城の共有龕

八重瀬町のグスク群

富盛の石彫大獅子

八重瀬の文化財・史跡
Our Cultural Assets and Historical Sites

港川人発見地の岩の割れ目（フィッシャー）や、採石跡のほか、
断崖面で見られる地層や鍾乳石の様子も見ることができます。
この地域で1900年ごろから採石されてきたアワ石は県下に広
く流通し、近代沖縄の産業に大きく寄与してきました。遺跡を
含めた採石場跡一帯は「港川遺跡」として町の史跡に指定され
ています。

火除け（火返し）として1689年設置され、フィーザン
（火山）といわれる八重瀬嶽に向かって立っています。
高さ1.54m、幅約50cmと、この種の獅子像としては
県内最大最古を誇り、県指定有形民俗文化財に指定さ
れています。沖縄戦では被弾しながらも今なお、地域
を守り続けています。

字当銘と小城が共有する葬
具、龕（がん）は、「御拝領龕（グ
ヘーロンガン）」と伝えられ、
首里王府からの拝領によるも
ので、1833年に製作されたも
のです。この龕を供養する年
忌祭は龕甲祭と呼ばれ、死者
供養と同様に、1、2、3、7、13、
25、33年ごとに行われます。

沖縄では災いは集落の外からやってくると
信じられてきました。災いを防ぐために、富
盛の石彫大獅子の設置以降、県内各地に広
まった村落獅子は集落の東西南北に設置さ
れており、八重瀬町では今でも13体の石獅
子が残っています。

現在町内で確認されているグ
スク時代の城跡は10にのぼ
り、その多くが琉球石灰岩丘
陵で確認されています。グス
クは主に13世紀後半～14世
紀ごろに作られており、代表
的な遺跡に八重瀬グスク、
多々名グスク、具志頭グスク
があり、中でも八重瀬グスク
は汪英紫によって築城され、
隆盛を極めたと伝えられてい
ます。

石獅子

ヌヌマチガマ

港川遺跡公園

之

具志頭城址公園

ギーザバンタ

ハナンダー（自然橋）

いにしえのときを知る

多々名グスクに残る石積み
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謝
花
昇
は
1
8
6
5
年
、東
風
平
間
切

東
風
平
村（
現
在
の
八
重
瀬
町
字
東
風
平
）

の
農
家
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。

幼
少
の
頃
か
ら
勉
学
を
好
ん
だ
昇
は
、東

風
平
小
学
校
、沖
縄
師
範
学
校
で
学
ん
だ

あ
と
、２
代
目
の
沖
縄
県
令（
現
在
の
県
知

事
）上
杉
茂
憲
が
創
設
し
た
留
学
制
度
に

よ
り
第
１
回
県
費
留
学
生
に
選
ば
れ
東
京

へ
留
学
し
ま
し
た
。

　
学
習
院
や
東
京
山
林
学
校
、帝
国
大
学

農
科
大
学（
現
東
京
大
学
農
学
部
）で
優
秀

な
成
績
を
修
め
た
謝
花
昇
は
、沖
縄
初
の

農
学
士
と
な
り
27
歳
の
時
に
帰
郷
し
ま
し

郷土の先人に学ぶ
OUR Forefathers

沖
縄
の
民
権
運
動
の
先
駆
者「
謝
花
昇
」

た
。そ
し
て
現
在
の
国
家
公
務
員
に
あ
た

る
高
等
官
技
師
と
し
て
沖
縄
県
庁
に
配
属

さ
れ
、製
糖
法
の
改
良
や
造
林
の
指
導
、土

地
整
理
事
業
、農
工
銀
行
の
設
立
な
ど
に

携
わ
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
、杣
山（
琉
球
王
国
時
代
か
ら
地

元
の
農
民
た
ち
が
共
同
管
理
・
育
成
し
て

い
た
山
林
）の
開
墾
を
め
ぐ
り
、開
墾
に
よ

る
利
益
が
役
人
や
寄
留
商
人
な
ど
一
部
の

者
に
独
占
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
謝

花
昇
は
、当
時
の
県
知
事
と
対
立
し
、県
庁

を
退
官
し
ま
し
た
。そ
し
て
、仲
間
と
政
治

団
体「
沖
縄
倶
楽
部
」を
結
成
し
、機
関
誌

『
沖
縄
時
論
』を
発
行
し
て
県
政
批
判
や
県

民
の
参
政
権
獲
得
運
動
を
展
開
し
ま
し

た
。そ
の
後
、様
々
な
妨
害
に
あ
い「
沖
縄

俱
楽
部
」は
解
散
を
余
儀
な
く
さ
れ
、志
し

半
ば
の
44
歳
で
病
に
よ
り
短
い
生
涯
を
閉

じ
ま
し
た
。

　
謝
花
昇
が
亡
く
な
っ
て
か
ら
４
年
後
の

1
9
1
2
年
、沖
縄
で
初
め
て
の
衆
議
院

議
員
選
挙
が
実
施
さ
れ
、よ
う
や
く
県
民

の
国
政
参
加
が
実
現
し
ま
し
た
。同
選
挙

が
全
国
で
初
め
て
実
施
さ
れ
て
か
ら
22
年

後
の
こ
と
で
し
た
。

　「
汗
水
節
」が
誕
生
し
た
昭
和
３
年
頃
の

沖
縄
は
貧
窮
の
真
っ
只
中
で
、新
天
地
を
求

め
移
民
ブ
ー
ム
が
続
い
て
い
ま
し
た
。県
で

は
沖
縄
県
振
興
計
画
を
実
施
し
、農
民
に
自

力
更
生
・
勤
倹
貯
蓄
を
推
奨
し
て
い
ま
し

た
。

　
そ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、昭
和
天
皇
の
即

位
を
記
念
し
た
事
業
の
一
環
と
し
て
、沖
縄

県
で
は
勤
倹
貯
蓄
に
つ
い
て
の
論
文
・
民

謡
・
童
謡
の
募
集
が
行
わ
れ
ま
し
た
。民
謡

の
部
で
３
位（
１
位
、２
位
の
該
当
は
な

か
っ
た
）に
入
選
し
た
の
が
、「
勤
倹
力
行
の

奨
」で
応
募
し
た
仲
本
稔
氏
で
し
た
。仲
本

氏
は
当
時
23
歳
の
字
仲
座（
旧
具
志
頭
村
）

出
身
者
で
し
た
。

　
そ
の
後「
汗
水
節
」と
改
題
さ
れ
宮
良
長

包
氏
に
よ
り
作
曲
さ
れ
る
と
、県
民
に
広
く

知
ら
れ
、歌
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

近
年
で
は
汗
水
節
に
振
り
が
付
け
ら
れ
、エ

イ
サ
ー
や
創
作
舞
踊
な
ど
で
踊
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
本
町
は
、仲
本
稔
氏
の
生
誕
１
１
０
周
年

目
に
あ
た
る
平
成
26
年
に「
汗
水
節
の
里
」

宣
言
を
し
、歌
詞
に
込
め
ら
れ
た
６
つ
の
心

を
町
ぐ
る
み
で
自
ら
実
践
し
、人
づ
く
り
・

ま
ち
興
し
に
努
め
る
こ
と
を
掲
げ
ま
し
た
。

働
く
喜
び
を
歌
い
、

社
会
奉
仕
を
説
く
教
訓
歌「
汗
水
節
」

作詞者　仲本 稔 氏
「成し業ん終て子や子孫栄え七十坂
のぼりて別りさびら」
仲本氏が亡くなる4年前の1973年に
作った辞世の句です。「一日に五厘の
無駄もなく生き抜いた人生には何も
思い残すことはない」。自ら汗水節の
歌心を実践し活きた仲本氏の人柄が
現れています。

東風平運動公園の高台に設
置された銅像です。銅像ま
での道のりには謝花昇が病
没した年齢と同じ44段の
階段が続いています。実際
に階段を数えてみてはいか
がでしょう。

「汗水節」

謝花昇コーナー
八重瀬町立具志頭歴史民俗資料館では、謝花昇の関連資
料を常設展示しています。第1回県費留学生たちと撮影
した写真や、学習院中学時代の成績表、県庁時代の写真
まで、さまざまな資料から謝花昇の44年に及ぶ生涯を
追い、その功績を学ぶことができます。

汗水節之碑（仲本氏の生誕 80周年記念で建てられた）具志頭汗水節保存会による集団舞踊

　私たちは「汗水節」を育んだ八重瀬町を誇りとするとともに、ふるさとの貴重な文化遺産とし
て継承し、地域社会の発展に寄与していきます。また、仲本稔生誕の地、八重瀬町を「汗水節の
里」とし、歌詞に込められた六つ心を町ぐるみで自ら実践し、人づくり・まち興しに努めます。

八重瀬町「汗水節の里」宣言　※一部を抜粋

「汗水節の六心」
りくしん ・勤労を尊ぶ心　　・勤倹貯蓄の心　　　・夢と希望を育む心

・健康と長寿の心　・学問を奨励する心　・社会奉仕の心

も
ち
の
り

そ
ま
や
ま

40



　
謝
花
昇
は
1
8
6
5
年
、東
風
平
間
切

東
風
平
村（
現
在
の
八
重
瀬
町
字
東
風
平
）

の
農
家
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。
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頃
か
ら
勉
学
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好
ん
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風
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校
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縄
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範
学
校
で
学
ん
だ

あ
と
、２
代
目
の
沖
縄
県
令（
現
在
の
県
知

事
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杉
茂
憲
が
創
設
し
た
留
学
制
度
に

よ
り
第
１
回
県
費
留
学
生
に
選
ば
れ
東
京

へ
留
学
し
ま
し
た
。

　
学
習
院
や
東
京
山
林
学
校
、帝
国
大
学

農
科
大
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現
東
京
大
学
農
学
部
）で
優
秀

な
成
績
を
修
め
た
謝
花
昇
は
、沖
縄
初
の

農
学
士
と
な
り
27
歳
の
時
に
帰
郷
し
ま
し

郷土の先人に学ぶ
OUR Forefathers

沖
縄
の
民
権
運
動
の
先
駆
者「
謝
花
昇
」
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縄
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携
わ
り
ま
し
た
。
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町に残された大切な傷跡

八重瀬の戦跡
TOWN Battle Sites

第24師団第一野戦病院跡
（本部壕・手術場壕）
　八重瀬岳に掘られた病院壕で、本部壕（通称：下の壕）と手
術場壕（通称：上の壕）があり、軍医や看護婦、衛生兵ととも
に県立第二高等女学校の「白梅学徒隊」が配属されました。
地上戦の激化によって負傷者が続々運ばれたためベッド不
足となり、新城分院（ヌヌマチガマ・ガラビガマ）が開設され
ました。写真は手術場壕跡の入口で、平和ガイドを行ってい
る様子です。

八重瀬町戦争遺跡公園（ヌヌマチガマ）
　沖縄では自然洞穴のことを「ガマ」といい、八重瀬町戦争遺跡公園に
ある全長約500ｍのガマ（一部人口壕）の西側を「ヌヌマチガマ」と呼
んでいます。戦時下のヌヌマチガマは、負傷兵を収容する病院壕とし
て使用されていましたが、薬品等の不足により十分な治療が行えず、
非常に劣悪な環境でした。現在は、戦争遺跡公園として駐車場や公衆
トイレ、ガジュマルの巨木が並ぶ遊歩道などが整備され、平和教育の
場として利用されています。

クラシンウジョウ
尚巴志の三男、具志頭王子の墓だといわれ、具志頭城址の真下に位置
します。沖縄戦では米軍の上陸に備え、日本軍が自然洞窟を拡張し、陣
地壕にしました。壕は全長約150m、6、7カ所に出入口が設けられてい
ます。壕中にはカマド跡がある炊事場や石積みで囲った区画部分、壁
にはロウソク台などが残っています。 八

重
瀬
岳
を
中
心
に

犠
牲
と
な
っ
た
八
重
瀬

　
第
32
軍
が
港
川
海
岸
を
米
軍
の
上

陸
地
点
の
一
つ
と
し
て
想
定
し
、地

上
部
隊
と
マ
ル
レ
部
隊（
海
の
特
攻

部
隊
）が
配
備
さ
れ
、八
重
瀬
岳
の
ふ

も
と
に
は
第
一
野
戦
病
院
が
設
置
さ

れ
ま
し
た
。1
9
4
5
年
３
月
23
日

の
沖
縄
戦
開
始
以
降
、沖
縄
本
島
の

地
上
戦
に
よ
り
日
本
軍
の
敗
北
は
明

ら
か
と
な
り
ま
し
た
が
、八
重
瀬
岳

な
ど
が「
最
後
の
死
守
戦
」と
設
定
さ

れ
た
た
め
戦
場
と
な
り
、具
志
頭
の

住
民
は
２
度
に
わ
た
る
日
本
軍
の
立

ち
退
き
命
令
を
受
け
、戦
場
を
さ
ま

よ
い
ま
し
た
。さ
ら
に
司
令
部
の
あ

る
摩
文
仁
ヶ
丘
を
守
る
た
め
に
徹
底

抗
戦
を
命
じ
ま
し
た
。そ
の
た
め
、特

に
具
志
頭
地
域
は
修
羅
場
と
な
り
、

多
く
の
住
民
が
悲
惨
な
最
期
を
と
げ

ま
し
た
。

第一野戦病院跡で、平和講話を行う元白
梅学徒の武村豊さんと中山キクさん
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町に残された大切な傷跡

八重瀬の戦跡
TOWN Battle Sites
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、沖
縄
本
島
の

地
上
戦
に
よ
り
日
本
軍
の
敗
北
は
明

ら
か
と
な
り
ま
し
た
が
、八
重
瀬
岳

な
ど
が「
最
後
の
死
守
戦
」と
設
定
さ

れ
た
た
め
戦
場
と
な
り
、具
志
頭
の

住
民
は
２
度
に
わ
た
る
日
本
軍
の
立

ち
退
き
命
令
を
受
け
、戦
場
を
さ
ま

よ
い
ま
し
た
。さ
ら
に
司
令
部
の
あ

る
摩
文
仁
ヶ
丘
を
守
る
た
め
に
徹
底

抗
戦
を
命
じ
ま
し
た
。そ
の
た
め
、特

に
具
志
頭
地
域
は
修
羅
場
と
な
り
、

多
く
の
住
民
が
悲
惨
な
最
期
を
と
げ

ま
し
た
。

第一野戦病院跡で、平和講話を行う元白
梅学徒の武村豊さんと中山キクさん
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八重瀬町は旧石器時代の人骨「港川人」の出土地
「港川遺跡」、県内の村落獅子として最大最古の「富
盛の石彫大獅子」など歴史ある土地です。ホロホロ
―の森は、わずか600ｍの遊歩道に100種類以上の
植物が自生し、多くの生き物に出会うことができ
ます。そんな八重瀬町の魅力の一つとして町内を
散歩してみるのもオススメです。

八重瀬町観光物産協会公式サイトと連動
したFacebookページ「どこ？八重瀬」
「ここ！八重瀬」では、素晴らしい自然や
民俗芸能がいっぱいの魅力あふれる八重
瀬町の旬な情報をお届けします。

本町のおすすめスポットやグルメ、自然、
芸能を紹介。八重瀬町の公式観光キャラ
クターの「やえせのシーちゃん」をはじめ
としたナビゲーターによる案内や、イベ
ント時にはオンライン配信するなど、楽
しく八重瀬町の魅力を発信しています。

八重瀬に関する様々な観光に関する情
報を「八重瀬を知る」「体験する」「食を楽
しむ」「泊まる」等の項目に分類し発信す
ることで、利用者が必要な情報を探しや
すいサイトを目指しています。

南
の
駅
や
え
せ

　
八
重
瀬
町
に
は
、豊
か
な
自
然
や
史

跡
等
の
さ
ま
ざ
ま
な
優
れ
た
観
光
資

源
が
あ
り
ま
す
。こ
れ
ら
観
光
資
源
の

活
用
を
図
る
拠
点
と
し
て「
南
の
駅
や

え
せ
」が
あ
り
ま
す
。南
部
観
光
ル
ー

ト
の
中
間
点
に
あ
る
南
の
駅
や
え
せ

は
、そ
の
地
理
的
優
位
性
を
活
か
し
た

誘
客
や
情
報
発
信
、町
の
特
産
品
や
農

産
物
の
販
売
促
進
を
行
う
な
ど
地
域

の
活
性
化
を
図
る
と
と
も
に
、町
の
ラ

ン
ド
マ
ー
ク
と
し
て
地
域
に
親
し
ま

れ
る
施
設
を
目
指
し
て
い
ま
す
。ま

た
、２
０
２
２
年
に
は
八
重
瀬
町
観
光

物
産
協
会
が
設
立
し
、新
た
な
観
光
資

源
の
創
出
と
活
用
を
推
進
し
て
い
ま

す
。当
協
会
が
不
定
期
で
開
催
し
て
い

る
イ
ベ
ン
ト「
や
え
せ
手
ぃ
ー
市
」は
、

八
重
瀬
町
に
縁
の
あ
る
方
々
に
よ
る

ハ
ン
ド
メ
イ
ド
作
品
の
販
売
や
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
、子
ど
も
か
ら

大
人
ま
で
県
内
外
か
ら
多
く
の
来
場

者
が
訪
れ
、好
評
を
博
し
て
い
ま
す
。

町内を散歩しながら魅力を発見
まちあるき

「ハンターバンの森」一帯は、国指定の第二種保護
林となっており、石灰岩地帯の特殊な原始林と
なっています。中でも「具志頭・多々名地溝帯」は深
さ12ｍの岩の割れ目が迷宮の様に広がる日本随
一のカルスト地形で、八重瀬町が世界に誇れる有
力な観光資源となっています。

自然を体感しながら歴史を感じる
熱帯カルストトレッキング　
ハンターバン

SNS
（facebook、Instagram）

八重瀬町観光物産協会
公式サイト

YouTubeチャンネル

■手ぃー市開催の様子

八重瀬の体験
八重瀬町の自然を感じながら歴史に触れる様々な体験があります。

八重瀬の観光情報発信
八重瀬町の魅力はSNSやWEBサイトなどでリアルタイムに発信しています。

facebook Instagram you tube HP

　

町の魅力を県内外に発信

八重瀬の観光・交流
Spreading our Town Charms LOCALLY and beyond 

OUR Sights and Cultural Exchange

エージグシク（八重瀬城）に住むシーサーの精。
好きなもの：ぐしちゃんピーマン
嫌いなもの：ハブ
趣味：ウンチク
特技：棒術
尊敬する人：謝花昇

やえせの
シーちゃん

八重瀬町公式
観光キャラクター

やえせのシーちゃん
公式サイト

8
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町の魅力に彩りを添える

八重瀬のイベント
Boosting our Town Charms   Yaese Town Events

八重瀬町では季節に合わせて様々なイベントや行事・祭りが行われ、
その時期には県内外を含め多くの人たちで賑わいます。

港川ハーレー 青年エイサーまつり YAESE結フェスタ
10月 11月

やえせ桜まつり
八重瀬公園の桜が見ごろを迎え
る1月下旬～2月上旬に、イルミ
ネーションや絵行灯のライト
アップが行われます。

旧暦5月4日の直近の日曜日に
航海安全と豊漁を願う港川ハー
レーが行われ、同日、奉納全島角
力相撲も開催されます。

各地域に伝わる棒術や獅子舞を
筆頭に、旧盆行事で行われてい
る青年エイサー5団体の舞いと
手踊りが演舞されます。

各地域の民俗芸能が結集する4
年に1度の祭典。民俗芸能のほ
か歌や踊り、空手演武など多彩
な演目が披露されます。

1月
旧暦

5月4日

（4年に1回）

8/8はやえせDAY!? 旧盆行事十五夜行事
十五夜行事（旧暦8/15）は、各地
で五穀豊穣・無病息災を祈る豊
年祭が行われ、道ジュネーや棒
術などが演じられます。

8月8日は、“八”が“重”なるやえ
せDAYと称して毎年、「8」にま
つわる様々な企画を実施してい
ます。

旧盆（旧暦7/13～16）は、各地域
で先祖の供養とともに五穀豊穣
や無病息災を願い、綱引きやエ
イサーなどが行われます。

8月8月 旧盆
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町の魅力に彩りを添える

八重瀬のイベント
Boosting our Town Charms   Yaese Town Events

八重瀬町では季節に合わせて様々なイベントや行事・祭りが行われ、
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初代八重瀬町長 中村信吉氏（左）と初代香南市長 仙頭義寛氏（右）

姉妹都市香南市
香南市の紹介
香南市は平成18年3月1日に高知県の香南5町村（赤岡町、香我
美町、野市町、夜須町、吉川村）が合併して誕生した町です。高
知市の東部約20～30キロメートルに位置し、東西約20キロ
メートル、南北約15キロメートルの広さを持つ面積126.46平
方キロメートルのまちです。人口は、約3万3千人で四国山地を
源流にする河川などが豊かな水と緑に囲まれた地域です。

これまでの交流
昭和41年11月22日、具志頭城址に「土佐之塔」が建立され、高知
県遺族会による毎年の慰霊訪問を機に交流が始まりました。高
知県・具志頭村児童交歓会や、各種視察団の派遣交流を通し親
善を深め、平成5年に具志頭村と野市町間で姉妹都市提携盟約
調印が挙行され、一層の絆が深まりました。以降、教育や文化、
産業等の多様な分野での幅広い交流が行われています。

ヤエセンチュ大会

世界各地の沖縄県系人が母県である沖縄に集い、功績を称え
るとともに、県民との交流を通してウチナーネットワークを
拡大・発展させ、さらにそのルーツやアイデンティティーを
確認し次世代へ継承していくことを目的とした「世界のウチ
ナーンチュ大会」。概ね5年に一度開催されるこの大会に合わ
せて、八重瀬町にルーツを持つ「ヤエセンチュ」を招き、歓迎
の夕べなどを開催しています。令和4年の第7回目の大会で
は、1日目に「YAESE結フェスタ」へ招待し、2日目には「移民
のルーツを巡るバスツアー」を開催しました。バスツアーで
は、港川フィッシャーの見学や、汗水節の踊りと生演奏の鑑
賞、藍染体験など町の歴史や文化に触れていただきました。2
日間で計40名のヤエセンチュが参加し、大いに盛り上がりま
した。

八重瀬町
国際交流人材育成事業
八重瀬町
国際交流人材育成事業
世界へ羽ばたく青少年をサポート

世界のウチナーンチュ大会に合わせて、八重
瀬町にルーツをもつ方＝ヤエセンチュを八重
瀬町に招き、YAESE結フェスタへの招待や交
流会などを実施しています。

青少年リーダーを海外（ハワイ）に派遣し、教育・文化・歴
史・産業等の視察研修や海外青少年との交流及びホーム
ステイ等の活動を通して、国際的視野を広め、友情を深
め、国際化時代に対応し得る青少年リーダーの育成を目
的に、夏休み期間中に実施しています。

香南市は、平成18年3月1日に、高知県の香南５町村（赤岡町、香我美町、野市町、夜須町、
吉川村）が合併して誕生しました。四国山地を源流にする河川などが豊かな場所です。

さまざまな地域とつながる八重瀬町

姉妹都市・国際交流
Connecting with Other Regions  

Sister Cities and International Exchange
世界のヤエセンチュを
おもてなし

人口:33,009人
 (令和4年12月末日)
市の木  センダン 
市の花  ミカン(蜜柑)
市の鳥  メジロ
特産品  シイラ・ニラ・みかん・
           メロン他

高知県

香南市
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初代八重瀬町長 中村信吉氏（左）と初代香南市長 仙頭義寛氏（右）
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善を深め、平成5年に具志頭村と野市町間で姉妹都市提携盟約
調印が挙行され、一層の絆が深まりました。以降、教育や文化、
産業等の多様な分野での幅広い交流が行われています。

ヤエセンチュ大会

世界各地の沖縄県系人が母県である沖縄に集い、功績を称え
るとともに、県民との交流を通してウチナーネットワークを
拡大・発展させ、さらにそのルーツやアイデンティティーを
確認し次世代へ継承していくことを目的とした「世界のウチ
ナーンチュ大会」。概ね5年に一度開催されるこの大会に合わ
せて、八重瀬町にルーツを持つ「ヤエセンチュ」を招き、歓迎
の夕べなどを開催しています。令和4年の第7回目の大会で
は、1日目に「YAESE結フェスタ」へ招待し、2日目には「移民
のルーツを巡るバスツアー」を開催しました。バスツアーで
は、港川フィッシャーの見学や、汗水節の踊りと生演奏の鑑
賞、藍染体験など町の歴史や文化に触れていただきました。2
日間で計40名のヤエセンチュが参加し、大いに盛り上がりま
した。

八重瀬町
国際交流人材育成事業
八重瀬町
国際交流人材育成事業
世界へ羽ばたく青少年をサポート

世界のウチナーンチュ大会に合わせて、八重
瀬町にルーツをもつ方＝ヤエセンチュを八重
瀬町に招き、YAESE結フェスタへの招待や交
流会などを実施しています。

青少年リーダーを海外（ハワイ）に派遣し、教育・文化・歴
史・産業等の視察研修や海外青少年との交流及びホーム
ステイ等の活動を通して、国際的視野を広め、友情を深
め、国際化時代に対応し得る青少年リーダーの育成を目
的に、夏休み期間中に実施しています。

香南市は、平成18年3月1日に、高知県の香南５町村（赤岡町、香我美町、野市町、夜須町、
吉川村）が合併して誕生しました。四国山地を源流にする河川などが豊かな場所です。

さまざまな地域とつながる八重瀬町

姉妹都市・国際交流
Connecting with Other Regions  

Sister Cities and International Exchange
世界のヤエセンチュを
おもてなし

人口:33,009人
 (令和4年12月末日)
市の木  センダン 
市の花  ミカン(蜜柑)
市の鳥  メジロ
特産品  シイラ・ニラ・みかん・
           メロン他

高知県

香南市
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行政
　八重瀬町は、町民と行政の共通の目標となるまちの
将来像である「大地の活力と うまんちゅの魂が創り
出す 自然共生の清らまち」を形づくり、その実現に向
けて長期的な視点を持って取り組んでいます。
　本町の人口は緩やかながら増加傾向にありますが、
少子高齢化の急速な進展、こどもの貧困問題など福祉
の充実や老朽化する社会インフラの更新や維持管理、
ICT技術の進化によるライフスタイル・ワークスタイ
ルの変化など、大きく変容する地域社会の状況に的確
に対応していくために、健全で効率的な行財政運営を
図りながら、産業振興・経済発展、町民生活の向上の実
現に努めるとともに、町民と行政が互いに尊重し合い
連携する協働のまちづくりを推進していきます。

行政と議会
Administrative Government and Town Council

Administrative Government

町長
新垣 安弘

副町長
石川 勝弘

教育長
諸見里 勲

庁舎

議長
神谷 たか子 砂川 泰秀

副議長

　町議会は、町民を代表する16名の議
員で構成され、年4回の定例会や必要
に応じて開かれる臨時議会で、予算を
はじめ、条例の制定・改正・廃止、決算審
査など、また、専門的に審議するために

常任委員会（総務厚生・経済産業文教・
議会広報）、議会運営委員会の各委員会
が設置されています。

議会 Town Council

八重瀬町議会第6期議員

●八重瀬町の位置
地　名方　位
港　川
小　城
安　里
外　間

東　端
西　端
南　端
北　端

127°, 45′, 43″
127°, 41′, 48″
127°, 43′, 54″
127°, 43′, 51″

緯　度
26°, 07′, 33″
26°, 09′, 06″
26°, 05′, 54″
26°, 010′, 50″

経　度

26.96㎢

面　積

●八重瀬町の最高点
八重瀬岳山　名

高さ
緯度
経度

163m
26°, 07′, 51″
127°, 43′, 16″

町民のくらし …………………………… 52
財　政 …………………………………… 53
人　口 …………………………………… 54
農業・畜産業 …………………………… 56
漁業・工業・町内総正産 ……………… 57
教育・児童福祉 ………………………… 58
公共施設一覧 …………………………… 59
行政組織図 ……………………………… 60
八重瀬町　町歌／音頭 ………………… 61
八重瀬町のあゆみ ……………………… 62

YAESE TOWN DATA
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町民の暮らし【
資
料
編
】

財　政

世帯

1世帯 2.5人

令和4年3月末
12,844戸

人口密度

1㎢あたり1,195人

令和4年3月末
人口32,229人

転　入

1日に 4.4人

令和3年1月～12月
年間1,610人

転　出

1日に 3.9人

令和3年1月～12月
年間1,412人

出　生

1日に 0.98人

令和3年1月～12月
年間357人

死　亡

1日に 0.82人

令和3年1月～12月
年間301人

婚　姻

1日に 1.02組

令和3年度
375組

離　婚

1日に 0.33組

令和3年度
120組

ごみ排出量

1日に 18t

令和3年度
6,582t

上水道

1日1人あたり 278ℓ

令和4年3月末
年間3,276,127㎥

救急活動

1日に 3.7件

令和2年1月～12月
年間1,341件

火　災

33日に1件

令和2年1月～12月
年間11件

財　政

1人あたり452,698円

令和3年度
14,590,000,000円

町税負担

1人あたり86,433円

令和3年度
2,785,637,000円

議員数

町民 2,014人に1人

令和4年3月末
議員（定数）16人

町職員

町民 153人に1人

令和4年3月末
職員210人

●令和3年度一般会計当初予算

●歳出 性質別（対前年度比較）

歳入内訳

令和2年度
21億　711万円
15億6,993万円
43億5,623万円
13億5,117万円
15億　123万円
31億3,433万円
140億2,000 万円

21億　199万円
18億7,968万円
44億6,838万円
13億5,593万円
17億8,012万円
30億　390万円
145億9,000万円

令和3年度
人 件 費
物 件 費
扶 助 費
公 債 費
普通建設事業費 
そ　　の　　他
合　　　　　計

●特別会計当初予算
令和2年度特別会計名

 36億6,831万円
 2億3,847万円
 2億9,584万円
 6,780万円

 42億7,042万円

 37億6,029万円
 2億4,020万円
 2億9,227万円
 6,798万円

 43億6,074万円

令和3年度
9,198万円
173万円
-357万円
18万円

9,032万円

増減額
2.5%
0.7%
-1.2%
0.3%
2.1%

増減率
国 民 健 康 保 険
後期高齢者医療
土地区画整理事業
集 落 排 水 事 業
合 計

科目（款） 歳入
24億2,364万円
4億4,105万円
32億7,385万円
37億　781万円
19億8,492万円
6億8,430万円
1億4,689万円
9億9,699万円
9億3,055万円

145億9,000万円

16.6%
3.0%
22.4%
25.4%
13.6%
4.7%
1.0%
6.8%
6.4%

100.0%

構成率
町 税
地方消費税交付金
地 方 交 付 税
国 庫 支 出 金
県 支 出 金
町 債
分担金・負担金
繰 入 金
そ の 他
合    計

歳入内訳

科目（款） 歳入
1億　150万円
13億6,923万円
64億　550万円
12億5,856万円
4億5,597万円
6億　750万円
27億3,559万円
13億5,593万円
3億　  22万円

145億9,000万円

0.7%
9.4%
43.9%
8.6%
3.1%
4.2%
18.7%
9.3%
2.1%

100.0%

構成率
議　　会　　費
総　　務　　費
民　　生　　費
衛　　生　　費
農林水産業費
土　　木　　費
教　　育　　費
公　　債　　費
そ　　の　　他
合　　　　　計

歳出内訳

●基金の状況（預金残高見込額）
3億4,594万円

12万円
5億8,694万円
4億8,471万円
2,847万円

12億1,744万円
578万円

26億6,939万円

財 政 調 整 基 金
減 債 基 金
ふるさと創生基金
ふるさと応援基金
人 材 育 成 基 金
まちづくり復興基金
森林環境譲与税基金
合 計

一人当たりの残高 83,819円人口　31,847人
（令和3年2月末日現在）（対前年度比 12,493円増）

一人当たりの残高 429,837円人口　31,847人
（令和3年2月末日現在）（対前年度比 14,855円減）

●地方債現在高見込額（借入残高）
75億7,305万円

0万円
8,058万円

35億  　65万円
25億3,473万円

0万円
136億8,901万円

総 務 債
民 生 債
農 林 水 産 債
土 木 債
教 育 債
土木債（災害復旧債）
合 計

歳出内訳

町税
16.6%

議会費
0.7％

総務費
9.4％

民生費
43.9％

衛生費
8.6％

農林水産業費
3.1％

土木費
4.2％

教育費
18.7％

公債費
9.3％

その他
2.1％地方消費税

交付金
3.0%

地方交付税
22.4%

国庫支出金
25.4%

県支出金
13.6%

町債
4.7%

分担金・
負担金
1.0%

繰入金
6.8%

その他
6.4%

令和2年度

50

40

30

20

10

0

令和3年度

人件
費

物件
費

扶助
費

公債
費

普通
建設
事業
費

その
他
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町民の暮らし【
資
料
編
】
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人　口【
資
料
編
】

人　口
●人口と世帯の推移

●年齢別人口ピラミッド

男性総数：15,836 人口総数：31,798 女性総数：15,962

人　口
総　数 男 女

世帯数 1世帯
あたり人員

人口密度
1k㎡あたり

15,341
14,553
14,858
15,406
15,214
14,373
15,089
15,845
16,212
16,038
17,647
18,990
19,918
20,718
23,033
24,626
25,121
26,681
29,066
30,941

7,507
7,030
7,063
7,369
7,160
6,576
7,197
7,572
7,807
7,691
8,736
9,500
9,997
10,367
11,463
12,154
12,408
13,170
14,247
15,244

7,834
7,523
7,795
8,037
8,054
7,797
7,892
8,273
8,405
8,347
8,911
9,490
9,921
10,351
11,570
12,472
12,713
13,511
14,819
15,697

3,086
3,135
3,101
3,199
3,160
3,251
2,987
3,062
3,059
3,166
3,617
4,199
4,585
5,167
6,070
6,825
7,399
8,139
9,625
10,680

5
4.6
4.8
4.8
4.8
4.4
5.1
5.2
5.3
5.1
4.9
4.5
4.3
4
3.8
3.6
3.4
3.3
3
2.9

569
540
551
571
564
533
560
588
601
595
655
704
739
768
854
913
932
990
1,078
1,148

大 正 9 年
大正14年
昭 和 5 年
昭和10年
昭和15年
昭和25年
昭和30年
昭和35年
昭和40年
昭和45年
昭和50年
昭和55年
昭和60年
平 成 2 年
平 成 7 年
平成12年
平成17年
平成22年
平成27年
令 和 2 年

資料：「国勢調査」

（令和3年3月31日現在）

●行政区別の人口統計表
行政区名 世帯数 男 女 計

東風平
伊覇
上田原
屋宜原
富盛
世名城
高良
志多伯
当銘
小城
宜次
外間
友寄
第一団地
白川ハイツ
大倉ハイツ
屋宜原団地
外間団地
友寄東ハイツ
外間高層住宅
県営屋宜原団地
県営伊覇団地
八重瀬分屯地
東風平地域計

2,328
1,059
196
689
643
472
118
387
299
253
394
198
540
97
160
109
217
86
155
125
60
49
61

8,695

3,005
1,483
268
967
842
615
132
511
303
340
473
201
684
127
172
121
249
107
205
149
81
89
51

11,175

3,182
1,560
284
999
853
560
115
457
335
328
481
219
634
120
180
129
258
121
228
169
107
90
10

11,419

6,187
3,043
552
1,966
1,695
1,175
247
968
638
668
954
420
1,318
247
352
250
507
228
433
318
188
179
61

22,594

資料：住民環境課（住民登録人口）

※１「分類不能の産業」を含む。 資料：国勢調査

資料：住民環境課（住民登録人口）

0（人）30060090012001500 （人）0 300 600 900 1200 1500

100歳以上
95～99歳
90～94歳
85～89歳
80～84歳
75～79歳
70～74歳
65～69歳
60～64歳
55～59歳
50～54歳
45～49歳
40～39歳
35～39歳
30～34歳
25～29歳
20～24歳
15～19歳
10～14歳
5～9歳
0～4歳

7
22
99

268
405
461

897
1,082
1,041

951
900

1,104
1,069
1,053

955
802
736

854
972

1,119
1,039 1,010

23
105

262
462
546
476

835
1,072

995
974

876
985
1,033
1,105

909
795

704
781

957
1,057

男 女

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
25

●15歳以上の産業別就業人口

年次 総数
※1

第一次産業
農業・林業・漁業等

人数 割合 人数 人数割合 割合

第二次産業
工業・建設業・製造業等

第三次産業
サービス業等

11,488
12,432
15,270

1,210
1,095
1,204

10.7%
9.0%
7.9%

1,927
2,022
2,501

17.1%
16.7%
16.4%

8,122
8,991
11,565

72.1%
74.3%
75.7%

平成22年
平成27年
令和2年

行政区名 世帯数 男 女 計
具志頭
新城
後原
大頓
玻名城
安里
与座
仲座
港川
長毛
転生園
南与座分屯地
県営大頓団地
県営長毛団地
具志頭地域計

851 
497 
539 
111 
312 
340 
63 
218 
376 
365 
87 
20 
74 
79 

3,932

948
656
706
135
414
419
73
250
407
446
19
17
91
80

4,661

911
676
676
135
353
413
73
226
376
448
68
3
92
93

4,543

1,859
1,332
1,382
270
767
832
146
476
783
894
87
20
183
173
9,204

30
31
32
33
34
35
36
37
38
39
40
41
42
43

（令和3年3月31日現在）
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人　口【
資
料
編
】

人　口
●人口と世帯の推移

●年齢別人口ピラミッド

男性総数：15,836 人口総数：31,798 女性総数：15,962

人　口
総　数 男 女

世帯数 1世帯
あたり人員

人口密度
1k㎡あたり

15,341
14,553
14,858
15,406
15,214
14,373
15,089
15,845
16,212
16,038
17,647
18,990
19,918
20,718
23,033
24,626
25,121
26,681
29,066
30,941

7,507
7,030
7,063
7,369
7,160
6,576
7,197
7,572
7,807
7,691
8,736
9,500
9,997
10,367
11,463
12,154
12,408
13,170
14,247
15,244

7,834
7,523
7,795
8,037
8,054
7,797
7,892
8,273
8,405
8,347
8,911
9,490
9,921
10,351
11,570
12,472
12,713
13,511
14,819
15,697

3,086
3,135
3,101
3,199
3,160
3,251
2,987
3,062
3,059
3,166
3,617
4,199
4,585
5,167
6,070
6,825
7,399
8,139
9,625
10,680

5
4.6
4.8
4.8
4.8
4.4
5.1
5.2
5.3
5.1
4.9
4.5
4.3
4
3.8
3.6
3.4
3.3
3
2.9

569
540
551
571
564
533
560
588
601
595
655
704
739
768
854
913
932
990
1,078
1,148

大 正 9 年
大正14年
昭 和 5 年
昭和10年
昭和15年
昭和25年
昭和30年
昭和35年
昭和40年
昭和45年
昭和50年
昭和55年
昭和60年
平 成 2 年
平 成 7 年
平成12年
平成17年
平成22年
平成27年
令 和 2 年

資料：「国勢調査」

（令和3年3月31日現在）

●行政区別の人口統計表
行政区名 世帯数 男 女 計

東風平
伊覇
上田原
屋宜原
富盛
世名城
高良
志多伯
当銘
小城
宜次
外間
友寄
第一団地
白川ハイツ
大倉ハイツ
屋宜原団地
外間団地
友寄東ハイツ
外間高層住宅
県営屋宜原団地
県営伊覇団地
八重瀬分屯地
東風平地域計

2,328
1,059
196
689
643
472
118
387
299
253
394
198
540
97
160
109
217
86
155
125
60
49
61

8,695

3,005
1,483
268
967
842
615
132
511
303
340
473
201
684
127
172
121
249
107
205
149
81
89
51

11,175

3,182
1,560
284
999
853
560
115
457
335
328
481
219
634
120
180
129
258
121
228
169
107
90
10

11,419

6,187
3,043
552
1,966
1,695
1,175
247
968
638
668
954
420
1,318
247
352
250
507
228
433
318
188
179
61

22,594

資料：住民環境課（住民登録人口）

※１「分類不能の産業」を含む。 資料：国勢調査

資料：住民環境課（住民登録人口）
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22
99

268
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461

897
1,082
1,041

951
900

1,104
1,069
1,053

955
802
736

854
972

1,119
1,039 1,010

23
105

262
462
546
476

835
1,072

995
974

876
985
1,033
1,105
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795

704
781

957
1,057

男 女

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
25

●15歳以上の産業別就業人口

年次 総数
※1

第一次産業
農業・林業・漁業等

人数 割合 人数 人数割合 割合

第二次産業
工業・建設業・製造業等

第三次産業
サービス業等

11,488
12,432
15,270

1,210
1,095
1,204

10.7%
9.0%
7.9%

1,927
2,022
2,501

17.1%
16.7%
16.4%

8,122
8,991
11,565

72.1%
74.3%
75.7%

平成22年
平成27年
令和2年

行政区名 世帯数 男 女 計
具志頭
新城
後原
大頓
玻名城
安里
与座
仲座
港川
長毛
転生園
南与座分屯地
県営大頓団地
県営長毛団地
具志頭地域計

851 
497 
539 
111 
312 
340 
63 
218 
376 
365 
87 
20 
74 
79 

3,932

948
656
706
135
414
419
73
250
407
446
19
17
91
80

4,661

911
676
676
135
353
413
73
226
376
448
68
3
92
93

4,543

1,859
1,332
1,382
270
767
832
146
476
783
894
87
20
183
173
9,204

30
31
32
33
34
35
36
37
38
39
40
41
42
43

（令和3年3月31日現在）
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農 業・畜 産 業【
資
料
編
】

漁業・工業・町内総生産
●専業・兼業別農家数（販売農家）

合計
（個人・団体）

個人経営
主業

251
219
470

244
210
454

67
94
161

準主業
27
15
42

副業的
団体経営

法人経営
150
101
251

7
9
16

7
8
15

●漁業経営体数

●町内総生産

旧東風平町
旧具志頭村
八重瀬町計

●魚種別生産額

い
か
類

そ
の
他
の
魚
類

た
か
さ
ご

き
ん
め
だ
い

と
び
う
お
類

し
い
ら
類

さ
わ
ら
類

ぶ
り
類

む
ろ
あ
じ
類

か
じ
き
類

ま
ぐ
ろ
類

●販売農家数（経営耕作面積別）

●家畜飼養頭羽数 ●農産物産出額順位

●農業生産量（耕種）

資料：農林業センサス2020年

資料：農林業センサス2020年
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110
96

60 59 51 49

27

単位：千万円

漁　業
経　営
体　数

個 人 経 営 体

漁 　船

総　数

2830 10 18 ー 2

125.8t28隻4隻ー

専業
（自営
漁業のみ）

兼　業

動力船
隻数

無動力
船隻数

船外機付船
隻数 総トン数

自営
漁業が主

自営
漁業が従

その他の
経営体

総数

資料：2018年漁業センサス

事業所

31

30

32

35

33

31

25

30

30

28

従業員数

373人

355人

370人

398人

383人

349人

297人

364人

359人

416人

246,269万円

246,860万円

219,198万円

269,684万円

298,800万円

361,229万円

348,122万円

327,953万円

334,521万円

503,210万円

製造品出荷額

平成20年

平成21年

平成22年

平成24年

平成25年

平成26年

平成29年

平成30年

平成31年

令和２年

●工業の推移

※平成23年・27年・28年は未実施 資料：「工業統計調査」

資料：「令和元年度 沖縄県市町村民所得」
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55000
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46,582
48,466 50,577 51,425

53,999
56,114

58,940 57,826
59,920

資料：農林水産課
「八重瀬町農業振興地域整備計画書」（2015年）

資料：農林水産課
「八重瀬町農業振興地域整備計画書」（2015年）

資料：農林水産課
「八重瀬町農業振興地域整備計画書」（2015年）

●漁業種類別漁獲量

資料：農林水産課（令和3年度）
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農 業・畜 産 業【
資
料
編
】

漁業・工業・町内総生産
●専業・兼業別農家数（販売農家）

合計
（個人・団体）

個人経営
主業

251
219
470

244
210
454

67
94
161

準主業
27
15
42

副業的
団体経営

法人経営
150
101
251

7
9
16

7
8
15

●漁業経営体数

●町内総生産

旧東風平町
旧具志頭村
八重瀬町計

●魚種別生産額
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ぶ
り
類

む
ろ
あ
じ
類

か
じ
き
類

ま
ぐ
ろ
類

●販売農家数（経営耕作面積別）

●家畜飼養頭羽数 ●農産物産出額順位

●農業生産量（耕種）

資料：農林業センサス2020年

資料：農林業センサス2020年
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単位：千万円

漁　業
経　営
体　数

個 人 経 営 体

漁　船

総　数

2830 10 18 ー 2

125.8t28隻4隻ー

専業
（自営
漁業のみ）

兼　業

動力船
隻数

無動力
船隻数

船外機付船
隻数 総トン数

自営
漁業が主

自営
漁業が従

その他の
経営体

総数

資料：2018年漁業センサス

事業所

31
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35

33

31

25

30

30

28

従業員数

373人

355人

370人

398人

383人
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297人

364人

359人

416人

246,269万円

246,860万円

219,198万円

269,684万円

298,800万円

361,229万円

348,122万円

327,953万円

334,521万円

503,210万円

製造品出荷額

平成20年

平成21年

平成22年

平成24年

平成25年

平成26年

平成29年

平成30年

平成31年

令和２年

●工業の推移

※平成23年・27年・28年は未実施 資料：「工業統計調査」

資料：「令和元年度 沖縄県市町村民所得」
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資料：農林水産課
「八重瀬町農業振興地域整備計画書」（2015年）

資料：農林水産課
「八重瀬町農業振興地域整備計画書」（2015年）

資料：農林水産課
「八重瀬町農業振興地域整備計画書」（2015年）

●漁業種類別漁獲量

資料：農林水産課（令和3年度）
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教 育・児 童 福 祉【
資
料
編
】

公共施設一覧
●幼稚園在園者数の推移

●認可保育園・認定こども園
施設名 設置認可年月日

具志頭保育園

港川保育園

のびる保育園

みどりが丘保育園

清ら風保育園

シーサー保育園

やえせ北保育園

第2ぐしかみ保育園

ときわ東保育園

中央保育園

結い保育園

シーサー保育園（分園）

八重瀬わかたけ保育園

昭和52年4月1日

昭和54年3月31日

昭和56年3月31日

昭和58年4月1日

平成17年5月1日

平成19年4月1日

平成20年4月1日

平成20年4月1日

平成22年4月1日

平成20年4月1日

平成24年4月1日

平成26年4月1日

平成26年4月1日

●八重瀬町役場（字東風平1188番地）
施設名 電話番号

総務課
企画財政課
税務課
住民環境課
住民環境課（環境班）
社会福祉課
児童家庭課
健康保険課

098-998-2200
098-998-2668
098-998-9593
098-998-2443
098-998-8203
098-998-9598
098-998-7163
098-998-2210

施設名 電話番号
農林水産課
農業委員会
土木建設課
土木建設課（下水道班）
都市整備課
学校教育課
会計課
議会事務局

098-998-4624
098-998-9840
098-998-2623
098-998-1123
098-998-6989
098-998-7571
098-998-2000
098-998-2201

●公共施設
施設名 電話番号

八重瀬町役場具志頭出張所（住民環境課）
八重瀬町中央公民館（生涯学習文化課）
八重瀬町中央公民館具志頭分館（生涯学習文化課）
具志頭歴史民俗資料館（生涯学習文化課）
八重瀬町保健センター
東風平学校給食センター
具志頭学校給食センター
子育て支援センターぴっぴ
八重瀬町社会福祉会館 

098-998-2101
098-998-8383
098-998-9841
098-835-7500
098-998-1149
098-998-2358
098-998-2351
098-840-7870
098-998-4000

住所
字 具 志 頭 6 5 9 番 地
字東風平1 0 1 4番地
字 具 志 頭 1 番 地
字 具 志 頭 3 5 2 番 地
字東風平1318番地3
字東風平3 5 5番地 3
字 具 志 頭 6 6 1 番 地
字東風平1426番地20
字東風平1318番地1

●図書館・図書室

●体育施設
施設名 電話番号

東風平運動公園体育館（スポーツ振興課）
具志頭社会体育館
西部プラザ公園多目的広場
八重瀬公園多目的広場
具志頭運動公園（多目的広場）
八重瀬町スポーツ観光交流施設

098-998-2140
098-998-6635
098-998-2140
098-998-2140
098-851-7775
098-851-7775

住所
字東風平1 0 7 6番地
字 具 志 頭 1 番 地
字 当 銘 8 2 番 地
字 富 盛 1 6 3 7 番 地
字新城 2 0 4 8 番 地 2
字具志頭1 3 0 0番地

●町立小学校・中学校
施設名 電話番号

東風平小学校 
白川小学校
具志頭小学校
新城小学校
東風平中学校
具志頭中学校

098-998-2105
098-998-7548
098-998-2216
098-998-2203
098-998-2107
098-998-2220

住所
字 東 風 平 3 0 4 番 地
字 小 城 5 5 1 番 地
字 具 志 頭 6 6 6 番 地
字 新 城 1 3 8 1 番 地
字 東 風 平 2 6 7 番 地
字 具 志 頭 6 9 0 番 地

施設名 電話番号
八重瀬町図書館・こども学習センター
具志頭歴史民俗資料館図書室 

098-998-1350
098-998-8708

住所
字屋宜原1 4 6番地 5
字 具 志 頭 3 5 2 番 地

施設名 設置認可年月日
こちの詩保育園

みどりが丘保育園（分園）

ときわ東保育園（分園）

きらら保育園

中央保育園（分園）

結い保育園（分園）

あらしろ保育園

ひかりのこ保育園

にこにこ保育園

こちの森保育園

こちんだこども園

風の音保育園

平成26年4月1日

平成26年7月1日

平成27年4月1日

平成27年4月1日

平成27年5月1日

平成28年4月1日

平成29年9月1日

平成30年4月1日

平成30年4月1日

令和2年4月1日

令和4年4月1日

令和4年6月1日

資料：児童家庭課

平成30年
東風平幼稚園
白 川 幼 稚 園
具志頭幼稚園
新 城 幼 稚 園

計
資料：児童家庭課東風平幼稚園は令和4年度よりこちんだこども園へ移行

111
65
46
49
271

令和元年
95
64
51
46
256

令和2年
85
72
40
33
230

令和3年
101
77
44
39
261

令和4年

91
35
44
170

●小学校児童数の推移
平成30年

東風平小学校
白 川 小 学 校
具志頭小学校
新 城 小 学 校

計
資料：学校教育課

各年4月1日現在

各年4月1日現在

各年4月1日現在

1,020
655
400
201
2,276

令和元年
1,016
722
421
240
2,399

令和2年
1,017
782
442
278
2,519

令和3年
996
789
457
299
2,541

令和4年
994
848
482
320
2,644

●中学校生徒数の推移
平成30年

東風平中学校
具志頭中学校

計
資料：学校教育課

707
251
958

令和元年
729
237
966

令和2年
725
245
970

令和3年
790
254
1,044

令和4年
835
284
1,119

300

200

100

0

平成3
0年

令和元
年
令和2

年
令和3

年
令和4

年

271
256 230 261

170

3000

2000

1000

0

平成3
0年

令和元
年
令和2

年
令和3

年
令和4

年

2276 2399 2519 2541
2644

1500

1000

500

0

平成3
0年

令和元
年
令和2

年
令和3

年
令和4

年

958 966 970 1044 1119
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公共施設一覧
●幼稚園在園者数の推移

●認可保育園・認定こども園
施設名 設置認可年月日

具志頭保育園

港川保育園

のびる保育園

みどりが丘保育園

清ら風保育園

シーサー保育園

やえせ北保育園

第2ぐしかみ保育園

ときわ東保育園

中央保育園

結い保育園

シーサー保育園（分園）

八重瀬わかたけ保育園

昭和52年4月1日

昭和54年3月31日

昭和56年3月31日

昭和58年4月1日

平成17年5月1日

平成19年4月1日

平成20年4月1日

平成20年4月1日

平成22年4月1日

平成20年4月1日

平成24年4月1日

平成26年4月1日

平成26年4月1日

●八重瀬町役場（字東風平1188番地）
施設名 電話番号

総務課
企画財政課
税務課
住民環境課
住民環境課（環境班）
社会福祉課
児童家庭課
健康保険課

098-998-2200
098-998-2668
098-998-9593
098-998-2443
098-998-8203
098-998-9598
098-998-7163
098-998-2210

施設名 電話番号
農林水産課
農業委員会
土木建設課
土木建設課（下水道班）
都市整備課
学校教育課
会計課
議会事務局

098-998-4624
098-998-9840
098-998-2623
098-998-1123
098-998-6989
098-998-7571
098-998-2000
098-998-2201

●公共施設
施設名 電話番号

八重瀬町役場具志頭出張所（住民環境課）
八重瀬町中央公民館（生涯学習文化課）
八重瀬町中央公民館具志頭分館（生涯学習文化課）
具志頭歴史民俗資料館（生涯学習文化課）
八重瀬町保健センター
東風平学校給食センター
具志頭学校給食センター
子育て支援センターぴっぴ
八重瀬町社会福祉会館 

098-998-2101
098-998-8383
098-998-9841
098-835-7500
098-998-1149
098-998-2358
098-998-2351
098-840-7870
098-998-4000

住所
字 具 志 頭 6 5 9 番 地
字東風平1 0 1 4番地
字 具 志 頭 1 番 地
字 具 志 頭 3 5 2 番 地
字東風平1318番地3
字東風平3 5 5番地 3
字 具 志 頭 6 6 1 番 地
字東風平1426番地20
字東風平1318番地1

●図書館・図書室

●体育施設
施設名 電話番号

東風平運動公園体育館（スポーツ振興課）
具志頭社会体育館
西部プラザ公園多目的広場
八重瀬公園多目的広場
具志頭運動公園（多目的広場）
八重瀬町スポーツ観光交流施設

098-998-2140
098-998-6635
098-998-2140
098-998-2140
098-851-7775
098-851-7775

住所
字東風平1 0 7 6番地
字 具 志 頭 1 番 地
字 当 銘 8 2 番 地
字 富 盛 1 6 3 7 番 地
字新城 2 0 4 8 番 地 2
字具志頭1 3 0 0番地

●町立小学校・中学校
施設名 電話番号

東風平小学校 
白川小学校
具志頭小学校
新城小学校
東風平中学校
具志頭中学校

098-998-2105
098-998-7548
098-998-2216
098-998-2203
098-998-2107
098-998-2220

住所
字 東 風 平 3 0 4 番 地
字 小 城 5 5 1 番 地
字 具 志 頭 6 6 6 番 地
字 新 城 1 3 8 1 番 地
字 東 風 平 2 6 7 番 地
字 具 志 頭 6 9 0 番 地

施設名 電話番号
八重瀬町図書館・こども学習センター
具志頭歴史民俗資料館図書室 

098-998-1350
098-998-8708

住所
字屋宜原1 4 6番地 5
字 具 志 頭 3 5 2 番 地

施設名 設置認可年月日
こちの詩保育園

みどりが丘保育園（分園）

ときわ東保育園（分園）

きらら保育園

中央保育園（分園）

結い保育園（分園）

あらしろ保育園

ひかりのこ保育園

にこにこ保育園

こちの森保育園

こちんだこども園

風の音保育園

平成26年4月1日

平成26年7月1日

平成27年4月1日

平成27年4月1日

平成27年5月1日

平成28年4月1日

平成29年9月1日

平成30年4月1日

平成30年4月1日

令和2年4月1日

令和4年4月1日

令和4年6月1日

資料：児童家庭課

平成30年
東風平幼稚園
白 川 幼 稚 園
具志頭幼稚園
新 城 幼 稚 園

計
資料：児童家庭課東風平幼稚園は令和4年度よりこちんだこども園へ移行

111
65
46
49
271

令和元年
95
64
51
46
256

令和2年
85
72
40
33
230

令和3年
101
77
44
39
261

令和4年

91
35
44
170

●小学校児童数の推移
平成30年

東風平小学校
白 川 小 学 校
具志頭小学校
新 城 小 学 校

計
資料：学校教育課

各年4月1日現在

各年4月1日現在

各年4月1日現在

1,020
655
400
201
2,276

令和元年
1,016
722
421
240
2,399

令和2年
1,017
782
442
278
2,519

令和3年
996
789
457
299
2,541

令和4年
994
848
482
320
2,644

●中学校生徒数の推移
平成30年

東風平中学校
具志頭中学校

計
資料：学校教育課

707
251
958

令和元年
729
237
966

令和2年
725
245
970

令和3年
790
254
1,044

令和4年
835
284
1,119

300

200

100

0

平成3
0年

令和元
年
令和2

年
令和3

年
令和4

年

271
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170

3000

2000

1000

0
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年
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年
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年

2276 2399 2519 2541
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年
令和3

年
令和4

年

958 966 970 1044 1119
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行政組織図八重瀬町　町歌／音頭
●町長部局

●町議会／各種行政委員会

町長 副町長

農林水産商工班

土木班
農林班
庶務班

教育総務班
学校指導・施設班
学校給食班

生涯学習班

文化班

スポーツ振興班（東風平運動公園体育館内）

東風平小学校
白川小学校
具志頭小学校
新城小学校
東風平中学校
具志頭中学校

東風平学校給食センター
具志頭学校給食センター

都市計画班
都市整備班

出納係

子育て支援センターぴっぴ

ぐしかみこども園

農林水産課

都市整備課

会計課会計管理者

土木建設課

選挙管理委員会

教育長 教育次長

農業委員会

固定資産評価審査委員会

監査委員

学校教育課

生涯学習文化課

スポーツ振興課

総務部

民生部

経済
建設部

総務課

税務課

総務防災班
人事秘書班
情報政策班

財政班
企画観光統計班
住民税班
固定資産税班
収納班

企画財政課

住民環境課

社会福祉課

児童家庭課

健康保険課

住民班
戸籍・年金班
環境班
社会福祉介護班
障がい福祉班
地域包括支援センター
児童福祉班
子育て支援班
公立認定こども園班
資格給付班
後期高齢・保険税班
母子保健班
成人保健班

教育
委員会

中央公民館
中央公民館具志頭分館
図書館・こども学習センター
具志頭歴史民俗資料館

議会 議長

事務局

事務局

事務局

事務局

議会事務局

八重瀬町　町歌／音頭
▲町ホームページ

一、光り溢れる 常夏の
　　照る陽に映える 八重瀬岳
　　潮の香満ちて さわやかに
　　美ら海青く 澄みわたる
　　共にいきいき 挙るまち
　　われらがふるさと 八重瀬町

二、緑豊かな 南国の
　　大地に稔る サトウキビ
　　働く意気の うたごえと
　　明日への夢が 盛りあがる
　　共によろこび 励むまち
　　われらがふるさと 八重瀬町

三、祭り行事も 伝統の
　　文化を誇る 結のまち
　　互いの胸に うまんちゅの
　　魂あつく 燃えさかる
　　共にしあわせ 築くまち
　　われらがふるさと 八重瀬町

一、八重瀬岳から 見下ろした
　　わしたちゅら町 八重瀬町
　　ヒカンザクラの 花まつり
　　風は歌い みどりおどる
　　※心おどり 町もおどる
　　　平和の心　ちむにすみ
　　　ンナシうどぅらな　八重瀬音頭
　　　イヤサッサハイヤ　ハッハッハッハッ

二、海と山とに　かこまれた
　　わしたちゅら町　八重瀬町
　　自然の恵み　幸豊か
　　波は光り　鳥も歌う
　　※繰り返し

三、歴史文化を守り継ぐ
　　　わしたちゅら町　八重瀬町
　　　いにしえ偲ぶ　ちむぐくる
　　　エイサーおどり　シーサーも舞うよ
　　　※繰り返し

　四、新たなまちの　心意気
　　　わしたちゅら町　八重瀬町
　　　心一つに　まちづくり
　　　うふっちゅおどり　わらびおどる
　　　　※繰り返し

八重瀬町町歌「光りあふれる」 八重瀬町町民音頭「八重瀬音頭」
作詞　前原 貴子
作曲　長嶺 俊一

作詞　南 英市
作曲　長嶺 俊一

令和5年4月1日現在
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行政組織図八重瀬町　町歌／音頭
●町長部局

●町議会／各種行政委員会

町長 副町長

農林水産商工班

土木班
農林班
庶務班

教育総務班
学校指導・施設班
学校給食班

生涯学習班

文化班

スポーツ振興班（東風平運動公園体育館内）

東風平小学校
白川小学校
具志頭小学校
新城小学校
東風平中学校
具志頭中学校

東風平学校給食センター
具志頭学校給食センター

都市計画班
都市整備班

出納係

子育て支援センターぴっぴ

ぐしかみこども園

農林水産課

都市整備課

会計課会計管理者

土木建設課

選挙管理委員会

教育長 教育次長

農業委員会

固定資産評価審査委員会

監査委員

学校教育課

生涯学習文化課

スポーツ振興課

総務部

民生部

経済
建設部

総務課

税務課

総務防災班
人事秘書班
情報政策班

財政班
企画観光統計班
住民税班
固定資産税班
収納班

企画財政課

住民環境課

社会福祉課

児童家庭課

健康保険課

住民班
戸籍・年金班
環境班
社会福祉介護班
障がい福祉班
地域包括支援センター
児童福祉班
子育て支援班
公立認定こども園班
資格給付班
後期高齢・保険税班
母子保健班
成人保健班

教育
委員会

中央公民館
中央公民館具志頭分館
図書館・こども学習センター
具志頭歴史民俗資料館

議会 議長

事務局

事務局

事務局

事務局

議会事務局

八重瀬町　町歌／音頭
▲町ホームページ

一、光り溢れる 常夏の
　　照る陽に映える 八重瀬岳
　　潮の香満ちて さわやかに
　　美ら海青く 澄みわたる
　　共にいきいき 挙るまち
　　われらがふるさと 八重瀬町

二、緑豊かな 南国の
　　大地に稔る サトウキビ
　　働く意気の うたごえと
　　明日への夢が 盛りあがる
　　共によろこび 励むまち
　　われらがふるさと 八重瀬町

三、祭り行事も 伝統の
　　文化を誇る 結のまち
　　互いの胸に うまんちゅの
　　魂あつく 燃えさかる
　　共にしあわせ 築くまち
　　われらがふるさと 八重瀬町

一、八重瀬岳から 見下ろした
　　わしたちゅら町 八重瀬町
　　ヒカンザクラの 花まつり
　　風は歌い みどりおどる
　　※心おどり 町もおどる
　　　平和の心　ちむにすみ
　　　ンナシうどぅらな　八重瀬音頭
　　　イヤサッサハイヤ　ハッハッハッハッ

二、海と山とに　かこまれた
　　わしたちゅら町　八重瀬町
　　自然の恵み　幸豊か
　　波は光り　鳥も歌う
　　※繰り返し

三、歴史文化を守り継ぐ
　　　わしたちゅら町　八重瀬町
　　　いにしえ偲ぶ　ちむぐくる
　　　エイサーおどり　シーサーも舞うよ
　　　※繰り返し

　四、新たなまちの　心意気
　　　わしたちゅら町　八重瀬町
　　　心一つに　まちづくり
　　　うふっちゅおどり　わらびおどる
　　　　※繰り返し

八重瀬町町歌「光りあふれる」 八重瀬町町民音頭「八重瀬音頭」
作詞　前原 貴子
作曲　長嶺 俊一

作詞　南 英市
作曲　長嶺 俊一

令和5年4月1日現在
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7月
11月
12月
2月
10月
12月
1月

2月

10月
2月
4月

9月
11月

2月

10月

2月
8月
10月
2月

3月31日
1月

3月
4月
8月

11月
2月

3月
4月

8月
10月

2月

第8回やえせ桜まつり開催
比屋根方次氏が町長2期目就任（3代）
具志頭小学校屋内運動場改築事業完了
仲本稔「生誕110周年記念事業」開催
八重瀬町「汗水節の里」宣言
第9回やえせ桜まつり開催
「謝花昇」生誕150周年記念事業式典・講演・演劇開催
八重瀬町役場新庁舎の落成式
八重瀬町役場新庁舎、具志頭出張所業務開始
町制施行10周年記念式典
「ぐしちゃんいい菜」沖縄、ふるさと百選に認定
第10回やえせ桜まつり開催
姉妹都市（香南市）文化交流開催
「第6回世界のヤエセンチュ大会　歓迎の夕べ」開催
第11回やえせ桜まつり開催
子育て支援センター「ぴっぴ」移転新装オープン
「八重瀬町トビウオプロジェクト協議会」発足
観光拠点施設「南の駅やえせ」オープン
新城保育所の民営化
「YAESE結フェスタ」第3回やえせまつり開催
「やえせのシーちゃん広場」供用開始
第12回やえせ桜まつり開催
新垣安弘氏が町長就任（4代）
被覆型一般廃棄物最終処分場「美らグリーン南城」の
一部供用開始
第13回やえせ桜まつり開催
新城小学校校舎改築事業完了
第54回島尻郡総合体育大会総合優勝（合併後初・令和初優勝）
第14回やえせ桜まつり開催
新城小学校屋外運動場整備事業完了
「ぐしちゃんのフクギ並木」八重瀬町指定文化財の名勝に指定
町制施行15周年記念式典
町営プールが民営化
ハナンダー（自然橋）が国の登録記念物（名勝地関係）に登録
子育て世代包括支援センターが開設
西部プラザ公園パークゴルフ場が完成
東京2020パラリンピック採火式が港川遺跡公園で開催
第二代沖縄県令上杉茂憲の説明板除幕セレモニー
第15回やえせ桜まつり開催
新垣安弘氏が町長2期目就任（5代）
八重瀬町史戦争編の発行
東風平幼稚園が閉園し、「こちんだこども園」が開園
八重瀬町観光物産協会が設立
八重瀬町図書館・こども学習センターがオープン
八重瀬町スポーツ観光交流施設がオープン
第7回世界のヤエセンチュ大会
「YAESE結フェスタ」第4回やえせまつり開催
第16回やえせ桜まつり開催
健康増進機能強化施設「具志頭パークゴルフ場」がオープン

2014年
平成26年

2016年
平成28年

2018年
平成30年

2020年
令和2年

2022年
令和4年

2023年
令和5年

2021年
令和3年

2019年
平成31年
令和元年

2017年
平成29年

八重瀬町のあゆみ

八重瀬町役場開庁（平成18年1月4日）

第1回やえせまつり
（平成21年10月10日-11日）

やえせのシーちゃんが誕生
（平成25年3月15日）

人口3万人達成
（平成27年11月2日）

町史「戦争編」発刊（令和4年3月31日）

町役場新庁舎落成式
（平成27年12月19日）

氏名歴代
初代
2代
3代
4代
5代

平成18年2月
平成22年2月
平成26年2月
平成30年2月
令和4年2月

中村　信吉
比屋根　方次
比屋根　方次
新垣　安弘
新垣　安弘

就任 出身字

字東風平
字東風平
字東風平
字志多伯
字志多伯

●町長

氏名歴代

※平成19年4月1日より地方自治法改正により
　助役に代えて副町長に呼称変更

※制度改正により収入役廃止(平成20年3月31日限り)

初代
2代
3代
4代
5代

平成18年3月
平成22年3月
平成26年3月
平成30年6月
令和4年6月

伊集　守和
福島　正惟
福島　正惟
石川　勝弘
石川　勝弘

就任 出身字

字後原
字具志頭
字具志頭
字世名城
字世名城

●副町長

氏名歴代
初代
2代
3代
4代
5代

平成18年3月
平成22年3月
平成26年3月
平成30年3月
令和3年3月

新垣　清徳
金城　隆雄
金城　隆雄
諸見里　勲
諸見里　勲

就任 出身字

字新城
字東風平
字東風平
字後原
字後原

●教育長

氏名歴代
初代
2代
3代
4代
5代
6代

平成18年1月
平成18年9月
平成22年9月
平成26年9月
平成30年9月
令和4年9月

伊吉　弘
神谷　信吉
知念　昭則
上原　勝彦
金城　秀雄
神谷　たか子

就任 出身字

字具志頭
字伊覇
字友寄
字港川
字安里
字当銘

●議長

氏名歴代
初代
2代
3代

4代

5代
6代

平成18年1月
平成18年9月
平成22年9月
平成26年9月
平成29年4月
平成30年9月
令和4年9月

神谷　盛五
伊吉　栄徳
上原　勝彦
中村　司
金城　秀雄
神谷　たか子
砂川　泰秀

就任 出身字

字志多伯
字具志頭
字港川
字新城
字安里
字当銘
字新城

●副議長

氏名歴代
平成18年3月神谷　明徳

就任 出身字

字志多伯

●収入役

2015年
平成27年

2006年
平成18年

2007年
平成19年

2011年
平成23年

2012年
平成24年

2013年

2014年

平成25年

2010年
平成22年

2008年
平成20年

2009年
平成21年

1月
2月
3月
4月
10月

11月

12月
1月
2月
7月
9月
2月

4月1日
2月
10月

11月
12月

2月

3月
4月
7月
10月
1月

2月
3月
8月
10月

1月
2月

3月
4月
9月

１月
2月
3月
4月
7月
10月

11月1日
2月

東風平町と具志頭村が合併して「八重瀬町」が誕生
初代町長に中村信吉氏が就任
「小ぎく」の拠点産地として認定
地域包括支援センターの開設
第4回世界のウチナーンチュ大会in八重瀬町
「八重瀬町出身者歓迎の夕べ」開催
「ピーマン」の拠点産地として認定
高知県香南市と姉妹都市提携
八重瀬町の町章決定
「高知県香南市・沖縄県八重瀬町防災応援協定書」の締結
第1回やえせ桜まつり開催
新城幼稚園園舎改築事業完了
町の花、木、花木、魚を認定
第2回やえせ桜まつり開催
町民憲章の制定
北保育所、安里保育所の民営化
第3回やえせ桜まつり開催
第1回やえせまつり開催
八重瀬町町歌・町民音頭制定
「謝花昇」銅像移設除幕式
当銘・小城共有龕及び付属装具一式が県の
有形民俗文化財指定
第4回やえせ桜まつり
比屋根方次氏が町長就任（2代）
雄樋川地区排水処理施設完成
あずま保育所、中央保育所の民営化
「オクラ」の拠点産地として認定
八重瀬町ファミリー・サポート・センターの開所
町制施行5周年記念式典
「さやいんげん」の拠点産地として認定
第5回やえせ桜まつり開催
港川地区排水処理施設完成
「マンゴー」の拠点産地として認定
第5回世界のウチナーンチュ大会
八重瀬町出身者歓迎の夕べの開催
白川小学校校舎改築事業完了
第6回やえせ桜まつり開催
東風平幼稚園園舎改築事業完了
具志頭小学校校舎改築事業完了
みなみ保育所の民営化
具志頭小学校水泳プール改築事業完了
白川小学校屋外環境整備事業完了
具志頭小学校周辺施設整備事業完了
第7回やえせ桜まつり開催
八重瀬町公式キャラクター「やえせのシーちゃん」発表
防災行政デジタル無線運用開始（町内３２ヵ所）
具志頭幼稚園改築工事地鎮祭
第2回やえせまつり開催
トレーニング施設オープン（東風平運動公園体育館隣）
具志頭幼稚園園舎改築事業完了

62



7月
11月
12月
2月
10月
12月
1月

2月

10月
2月
4月

9月
11月

2月

10月

2月
8月
10月
2月

3月31日
1月

3月
4月
8月

11月
2月

3月
4月

8月
10月

2月

第8回やえせ桜まつり開催
比屋根方次氏が町長2期目就任（3代）
具志頭小学校屋内運動場改築事業完了
仲本稔「生誕110周年記念事業」開催
八重瀬町「汗水節の里」宣言
第9回やえせ桜まつり開催
「謝花昇」生誕150周年記念事業式典・講演・演劇開催
八重瀬町役場新庁舎の落成式
八重瀬町役場新庁舎、具志頭出張所業務開始
町制施行10周年記念式典
「ぐしちゃんいい菜」沖縄、ふるさと百選に認定
第10回やえせ桜まつり開催
姉妹都市（香南市）文化交流開催
「第6回世界のヤエセンチュ大会　歓迎の夕べ」開催
第11回やえせ桜まつり開催
子育て支援センター「ぴっぴ」移転新装オープン
「八重瀬町トビウオプロジェクト協議会」発足
観光拠点施設「南の駅やえせ」オープン
新城保育所の民営化
「YAESE結フェスタ」第3回やえせまつり開催
「やえせのシーちゃん広場」供用開始
第12回やえせ桜まつり開催
新垣安弘氏が町長就任（4代）
被覆型一般廃棄物最終処分場「美らグリーン南城」の
一部供用開始
第13回やえせ桜まつり開催
新城小学校校舎改築事業完了
第54回島尻郡総合体育大会総合優勝（合併後初・令和初優勝）
第14回やえせ桜まつり開催
新城小学校屋外運動場整備事業完了
「ぐしちゃんのフクギ並木」八重瀬町指定文化財の名勝に指定
町制施行15周年記念式典
町営プールが民営化
ハナンダー（自然橋）が国の登録記念物（名勝地関係）に登録
子育て世代包括支援センターが開設
西部プラザ公園パークゴルフ場が完成
東京2020パラリンピック採火式が港川遺跡公園で開催
第二代沖縄県令上杉茂憲の説明板除幕セレモニー
第15回やえせ桜まつり開催
新垣安弘氏が町長2期目就任（5代）
八重瀬町史戦争編の発行
東風平幼稚園が閉園し、「こちんだこども園」が開園
八重瀬町観光物産協会が設立
八重瀬町図書館・こども学習センターがオープン
八重瀬町スポーツ観光交流施設がオープン
第7回世界のヤエセンチュ大会
「YAESE結フェスタ」第4回やえせまつり開催
第16回やえせ桜まつり開催
健康増進機能強化施設「具志頭パークゴルフ場」がオープン

2014年
平成26年

2016年
平成28年

2018年
平成30年

2020年
令和2年

2022年
令和4年

2023年
令和5年

2021年
令和3年

2019年
平成31年
令和元年

2017年
平成29年

八重瀬町のあゆみ

八重瀬町役場開庁（平成18年1月4日）

第1回やえせまつり
（平成21年10月10日-11日）

やえせのシーちゃんが誕生
（平成25年3月15日）

人口3万人達成
（平成27年11月2日）

町史「戦争編」発刊（令和4年3月31日）

町役場新庁舎落成式
（平成27年12月19日）

氏名歴代
初代
2代
3代
4代
5代

平成18年2月
平成22年2月
平成26年2月
平成30年2月
令和4年2月

中村　信吉
比屋根　方次
比屋根　方次
新垣　安弘
新垣　安弘

就任 出身字

字東風平
字東風平
字東風平
字志多伯
字志多伯

●町長

氏名歴代

※平成19年4月1日より地方自治法改正により
　助役に代えて副町長に呼称変更

※制度改正により収入役廃止(平成20年3月31日限り)

初代
2代
3代
4代
5代

平成18年3月
平成22年3月
平成26年3月
平成30年6月
令和4年6月

伊集　守和
福島　正惟
福島　正惟
石川　勝弘
石川　勝弘

就任 出身字

字後原
字具志頭
字具志頭
字世名城
字世名城

●副町長

氏名歴代
初代
2代
3代
4代
5代

平成18年3月
平成22年3月
平成26年3月
平成30年3月
令和3年3月

新垣　清徳
金城　隆雄
金城　隆雄
諸見里　勲
諸見里　勲

就任 出身字

字新城
字東風平
字東風平
字後原
字後原

●教育長

氏名歴代
初代
2代
3代
4代
5代
6代

平成18年1月
平成18年9月
平成22年9月
平成26年9月
平成30年9月
令和4年9月

伊吉　弘
神谷　信吉
知念　昭則
上原　勝彦
金城　秀雄
神谷　たか子

就任 出身字

字具志頭
字伊覇
字友寄
字港川
字安里
字当銘

●議長

氏名歴代
初代
2代
3代

4代

5代
6代

平成18年1月
平成18年9月
平成22年9月
平成26年9月
平成29年4月
平成30年9月
令和4年9月

神谷　盛五
伊吉　栄徳
上原　勝彦
中村　司
金城　秀雄
神谷　たか子
砂川　泰秀

就任 出身字

字志多伯
字具志頭
字港川
字新城
字安里
字当銘
字新城

●副議長

氏名歴代
平成18年3月神谷　明徳

就任 出身字

字志多伯

●収入役

2015年
平成27年

2006年
平成18年

2007年
平成19年

2011年
平成23年

2012年
平成24年

2013年

2014年

平成25年

2010年
平成22年

2008年
平成20年

2009年
平成21年

1月
2月
3月
4月
10月

11月

12月
1月
2月
7月
9月
2月

4月1日
2月
10月

11月
12月

2月

3月
4月
7月
10月
1月

2月
3月
8月
10月

1月
2月

3月
4月
9月

１月
2月
3月
4月
7月
10月

11月1日
2月

東風平町と具志頭村が合併して「八重瀬町」が誕生
初代町長に中村信吉氏が就任
「小ぎく」の拠点産地として認定
地域包括支援センターの開設
第4回世界のウチナーンチュ大会in八重瀬町
「八重瀬町出身者歓迎の夕べ」開催
「ピーマン」の拠点産地として認定
高知県香南市と姉妹都市提携
八重瀬町の町章決定
「高知県香南市・沖縄県八重瀬町防災応援協定書」の締結
第1回やえせ桜まつり開催
新城幼稚園園舎改築事業完了
町の花、木、花木、魚を認定
第2回やえせ桜まつり開催
町民憲章の制定
北保育所、安里保育所の民営化
第3回やえせ桜まつり開催
第1回やえせまつり開催
八重瀬町町歌・町民音頭制定
「謝花昇」銅像移設除幕式
当銘・小城共有龕及び付属装具一式が県の
有形民俗文化財指定
第4回やえせ桜まつり
比屋根方次氏が町長就任（2代）
雄樋川地区排水処理施設完成
あずま保育所、中央保育所の民営化
「オクラ」の拠点産地として認定
八重瀬町ファミリー・サポート・センターの開所
町制施行5周年記念式典
「さやいんげん」の拠点産地として認定
第5回やえせ桜まつり開催
港川地区排水処理施設完成
「マンゴー」の拠点産地として認定
第5回世界のウチナーンチュ大会
八重瀬町出身者歓迎の夕べの開催
白川小学校校舎改築事業完了
第6回やえせ桜まつり開催
東風平幼稚園園舎改築事業完了
具志頭小学校校舎改築事業完了
みなみ保育所の民営化
具志頭小学校水泳プール改築事業完了
白川小学校屋外環境整備事業完了
具志頭小学校周辺施設整備事業完了
第7回やえせ桜まつり開催
八重瀬町公式キャラクター「やえせのシーちゃん」発表
防災行政デジタル無線運用開始（町内３２ヵ所）
具志頭幼稚園改築工事地鎮祭
第2回やえせまつり開催
トレーニング施設オープン（東風平運動公園体育館隣）
具志頭幼稚園園舎改築事業完了

63



具志頭歴史
民俗資料館

南の駅やえせ

八重瀬町スポーツ
観光交流施設

港川遺跡公園

八重瀬町役場

東風平
第一医院

島尻特別
支援学校

八重瀬町図書館・
こども学習センター

八重瀬町
イラスト
マップ
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発行日／令和5年3月31日
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八重瀬町

八重瀬らしさを活かした
豊かで健やかなまちの実現

未
来
へ
ひ
ろ
が
る
、
八
重
瀬
の
８
つ
の
魅
力
。
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